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杨杰著『国防新论』 翻译简介 
本稿是杨杰的代表作『国防新论』中的序,例言,目录以及第一篇 战争和国防的
第二章 现代的国防思想的翻译。杨杰著述此书的目的在于主张军事改革,建设强大
的国防,取得抗日战争的胜利,建设富强的中国。此书执笔于重庆,完成于 1942 年 5
月,由「战争与国防」「近代国防的形式及组织」「如何建设中国国防」三篇组成,
曾多次再版。主张按中国国情建设独立自主,适合全民总动员的现代化国防。 
 
翻訳にあたって 
 本稿は、楊杰著『国防新論』第一編 戦争と国防 第二章 現在の国防思想の翻訳であ
る（1）。以下、近年来の『国防新論』の出版状況について一言述べておきたい。 
 楊杰自身の著作や論説・論考は、『楊杰将軍文集』（一）（二）（三）が 2011 年に雲南
人民出版社から出版されるまで、日の目を見ることはなかった。これにはいくつかの要因
が重なっている。一般的には、著名人は死後に当人の文章が整理され、記念文集が出版さ
れる。出版の行為には追悼的な意味合いがこめられているからだ。楊杰は国共両党の内戦
末期 1949 年に暗殺され、暗殺地点も香港だったため、建国後のごたごたが続き、出版の機
会を逸した。また新中国建国以後は、中国国民党革命委員会（中国の民主党派の一つで、
「民革」が略称）は、文化大革命中、活動停止に追い込まれた経緯もあり、楊杰自身が国
民党の高級幹部だったこともあり、記念行事も地方レベルで一回しか挙行されなかった。
学会組織がないので学会が招集されることもないから、研究史も蓄積できない。台湾でも、
国民党特務組織に暗殺された経緯もあり、注目度は薄い。1980 年代になって、ようやく楊
徳慧による研究書が二冊刊行されたが、それ以外では張豈之主編『民国学案』第六巻（湖
南教育出版社・2005 年）で、簡潔な事跡と代表作が紹介されたにすぎなかった。 
 皮明勇 侯昂好編『蒋百里 楊杰巻』（中国人民大学出版社・2014）が、『近代中国思想
家文庫』の一冊として出版された。紙幅の関係上もあり、長文作品には抄録が多いものの、 
楊杰という人物が、公に認知されてきている感をえた。また『国防新論』も 2013 年に上海
書店出版社から、『新原点叢書』の一冊として出版された。出版の目的は、「民国時期の
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学者は現代中国の原点である」から、「優秀な民国時期の学者の学術成果を読者に紹介し
続けて、現代の学者の学術研究に資する」ことだと述べている。楊杰全集の編集、出版に
はまだまだほど遠いが、少しずつ研究環境は前進している。 
 訳文中の「＊太字｝の部分は、本文の上に書かれた小見出しである。 
 とくに断りのない限り、訳文中の（ ）は、訳者による補足である。 
 訳注は基本的な項目については、出典を略している。『平凡社百科事典』『ブリタニカ
国際百科事典』『東洋史辞典』『西洋史事典』『日本史辞典』『岩波現代中国辞典』を参
照した。 
 
第一編 戦争と国防 
第二章 現代の国防思想 
一、戦争と平和 
＊ファシズム国家には戦争が必要である。 
 ムッソリーニ（2）には戦争が必要である。というのは、かれが「ファシズム（3）は永久に
平和な可能性と実用性など信じない。だからファシズムは平和主義に反対するのだ。平和
主義は犠牲という煙幕の下、実は努力を否認し、臆病に傾く素質を隠している。戦争だけ
が人間の精力を最高度の緊張に到達させられ、戦争を恐れない者の身の上には高貴な確証
が与えられる」と言っているからである。 
 ヒトラー（4）にも戦争が必要だった。彼はニーチェ（5）の教義をつねに引き合いに出して、
「平和を愛そう。というのは、平和は次の戦争の準備であるから。短期間の平和は長期間
の平和より可愛い。仕事をすることはない、戦争をやろう」「男の教育は戦争のためだ。
女の教育は戦士に慰めを与えるためだ」と言った。 
＊現状維持を企画する民主国家は戦争に反対する。 
英米は戦争を必要としない。だから一日中平和を呼びかけ、会議に忙しい。今日はロン
ドン会議（6）を、明日はワシントン会議（7）を明後日にはハーグ国際平和会議（8）を開催す
る。九ヶ国条約（9）か、不戦条約（10）とか、海軍協定（11）とか、国際連盟（12）とか、反侵略
大同盟（13）とか、あれこれと方法を講じて、あたかもうまくやっているように見せかけて
いる。ルーズヴェルト（14）は世界中の人民のうち、わずか 8％が戦争を必要としており、
人類の幸福は永久の安定と平和の中でしか得られないと信じていた。しかし、英米は結局
この 8％の戦争が必要な輩によって、戦争の渦中に引きずり込まれてしまうのである。彼
らは 92％の平和を愛する人類の代表として、「世界の平和」を保障するために戦うのだ。 
ソ連の態度は可でもないし、不可でもない。平和もいいし、戦争もいい。スターリン（15）
はこう言ったことがある。「もしもある者が、猪の口でわれわれの菜園をこじ開けるのな
らば、われわれはかれに無情の打撃を与えなければならない」と。 
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戦争は最も残酷だ。繁栄した都市、美しい建物が一瞬にして焦土と化してしまう。青年
の男女、新婚の夫婦が一瞬にして砲火のえじきになってしまう。戦争は世界の秩序を破壊
し、社会の組織を破壊し、人類の生活を破壊してしまう。飛行機、大砲、毒ガス、焼夷弾、
血肉が飛び散り、大声を上げて泣き喚き、罹災者が野に満ち、屍が山積みになり、天日暗
く世は闇になり、離散して落ち着く所がなくなる。このような風景を思い出し、ぞっとし
て恐れおののく。 
しかし、一方で多くの人が戦争を謳歌している。イタリアの詩人マリネッティ（16）の名
句がある。 
「戦争は美しい。力と平静の調和をつくりだすからだ。」  
「戦争は美しい。調和のために、銃声、砲声、戦闘が停止した時の沈黙、それと腐り
ただれた時の芳ばしい匂いのすべてが調和するからだ。」 
「戦争は美しい。それが新しい建築の技術を創造するからだ。例えば、巨大な軍用車
両、飛行機が飛行するときの幾何学、そしてもえる村から立ちのぼる黒煙」  
「戦争は美しい。それが男性の体を若く、女性の体をかわいくするからだ。」 
＊戦争を擁護する人は戦争を準備する。 
われわれは 20 世紀に生きる人間である。それでもすっかり頭の中の脳みそがぼんやり
してしまった。虚偽の宣伝をしたり、されたり、敵の目をまどわすが、しかし、自らの目
もまどわされる。戦争を擁護する人は戦争を準備し、戦争に反対する人も同様に戦争を準
備する。戦争を謳歌すると、戦争、この醜悪な悪鬼を招き、恋の病にかかっている。頭脳
冷静な批評家は、かれらをあざ笑って言うだろう。「あばたもえくぼだ」と。だが、戦争
を骨の骨髄までひどく恨んでいる人々にとっては、どうしていまさら、戦争擁護者との関
係を修復して仲良くなることができるだろうか。 
人類の歴史の現段階において、徒手空拳で「人類の幸福は、互助に発生する」というば
かげた考えを抱きながら、国家の限界を打ち破ると主張し、人類の武装を解除する世界主
義者は足跡をくらます。「わたしが存在し、あなたも存在する。みな共存共栄し、相互不
侵略だ」と認定する国家主義者もあまりみない。十中八九が商標を盗用し、羊頭狗肉の詐
欺師だ。世界の舞台で活躍するのは、たった二種類の役者だけだ。それは侵略者と反侵略
者、帝国主義と弱小の民族なのだ。 
＊二種類の世界主義思想の矛盾は、現代の戦争の主要因のもとを醸成した。 
侵略者の願望は「世界征服」をしようとすることだ。また全世界の人類をみな奴隷にし
ようとしており、みなかれの命令に服従するようにする。その時に「屠殺用の刃物を捨て
て悔い改めれば、たちどころに成仏する」ことができ、世界主義を実行するのである。弱
小民族の願望は、自由独立である。みな無事に仲良く暮らすことである。できれば、いか
なる国家民族からの横暴と圧迫を受けないのであれば、かれらも心から世界主義の実現を
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期待しているのである。現代の戦争は、この二種類の思想をつくりだしたのである。 
＊生存空間の再配分 
侵略者がその手に持つ筆は、日々地図上の色を変え、かれは興奮して、天を仰いで大声
で叫ぶのだ。一つの丸を描いて、「これがわれわれの生存空間であり、それは神聖不可浸
である」と世界に宣言する。輪の中にいる人が、もしかれに反対すれば、かれは情に左右
されずに鉄拳をふり上げて、かれらを打ち砕くだろう。輪の外にいる人が、もしもかれに
干渉すれば、かれは慷慨激昂して、「あなたは私の生命線の脅威となるのですか。お尋ね
しますが、あなたはどれぐらいの力があるのですか。勝負しましょう」と言うだろう。あ
るいは、反侵略者の力量が、もう一つの侵略者を上回る時、強者は弱者に提議する。あな
たの領土が多すぎる。世界平和を護持するために、われわれはふたたび「合理的」な分配
をおこなう。弱者がもしも反対するならば、強者は目を膨らませて言う。「旧（古）い物
を保護したいのか。あなたにはその資格があるのか。あなたの力量が私より強いのか考え
てみなさい。比べてみましょう」と。 
二種類の力が衝突を発生するケースに出くわせば、一方では自ら進んで自ら犠牲となる
だろう。相手の願いどおりに希望を達してやり、相手の意思を貫徹してやらなければ、戦
争は回避することができない。戦争で、戦争を消滅するか、あるいは戦争で平和を防衛す
る方法は、戦争の勃発を前提にしているにすぎない。『司馬法』（17）には「戦で戦を止め
るのは、戦いといえども可である」と言っている。今日の現実的な写実描写をすることが
できる。 
＊戦争は免れることができない。 
「戦争を準備し、戦争を免れる」という真理は、さしあたり、直面する現実に否定され
た。戦争を準備しないようにしてこそ、ようやく戦争を免れることができる。しかし、一
方的に戦争を準備しない結果、戦争は免れたのであるが、奴隷的な束縛からは、免れるこ
とはできないし、滅亡する運命からは、免れることはできない。二つの道のうち、どちら
を進むのだろうか。 
 
二、列強対立関係下の国防観 
もしある国家が戦争という道を準備しようとするならば、国防を建設しなければならな
いと決心するだろう。問題は、戦争をどのように準備するか、また国防をどのような方法
で建設するかである。 
我々が動物園に行って、各種の動物の身体構造についてざっと注意してみると、たくさ
んの面白いことを発見することができる。虎の力は強大だし、爪はとても鋭い。それは神
が山林を支配するために特別に遣わした、まるで百獣の王のようだ。ウサギは鋭い爪や牙、
獰猛な身体でもないのに、四本の軽快無比な韋駄天（18）を持っているために、命の危険か
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ら逃れることができる。牛や羊の攻撃能力は虎におよばないし、逃走能力はウサギにおよ
ばないけれど、頭には二本の強靭な力強い角が生えており、戦うことも身を守ることもで
きる、一度食べたら、三日間食べなくても大丈夫な胃袋があるのは、一種の危害を減らす
特殊な装備である。ハリネズミは弱者だが全身の鋭い剛毛は敵が口にできない。亀は弱い
が、背中に甲羅をまとい、しばしば戦かわずして勝利する。イタチ（19）も弱者だが、意外
なことに毒ガスを放つことができる。イカも弱いが、煙幕を放つので、退却の助けになる。
これら多くの山海で活躍する一つ一つの生き物たちは、どうして代々生を伝え続けること
ができて、いつまでも絶滅もしないのだろうか。ほかでもない、生き物たちには、みな自
存の道があるからなのだ。 
＊国防の一般性と特殊性 
一国の国防はその国家の自存の道である。この自存の道には目的があるし、計画がある
し、作用もある。唯一の条件は自身を生存競争の需要に適合することである。生存競争の
需要に適合するのは、国防の一般性である。自らの需要に適合するとは、国防の特殊性で
ある。一般性の国防を欠くことは、名づけて「立ち遅れた国防」と言える。特殊性を欠く
国防は「盲目的な国防」と言える。そのため、国防建設のはじめには、第一に、時代を把
握しなければならない。第二に、国家の恒久の国策を確立しなければならない。第三に、
敵国に的確に対応しなければならない。さらに永遠の敵に的確に対応しなければならない
のである。 
＊第一次世界大戦終結後のドイツとフランスとの関係 
ドイツは第一次世界大戦で敗北し、ヴェルサイユ条約の苛酷さの度合いが、ヨーロッパ
の虎の運命の鍵を握っていたと言える。領土については、アルザス（20）、ロレーヌ（21）の
二州、オイペン（22）とマルメディ（23）、ポーランド回廊（24）、シュレジエン（25）およびシュ
レスヴィヒ（26）の一部分以外、海外植民地（27）もすべて失ってしまった。 
経済については、国外の財産と投資はあらゆるものをひっくるめて、そのうえ 300 億ド
ルの巨額な賠償金がのしかかった。軍事方面では、陸軍の人数は 10 万を超えないこと、海
軍戦艦は最大 1 万トン級を超えないこと、軽巡洋艦は 6,000 トン級、駆逐艦は 800 トン級、
魚雷艇は 600 トン級を超えないことが規定された。協約国側に大損害を出させた潜水艇、
戦車、重砲、飛行機は一律に保有が禁止された。ライン川西岸と 50 ㎞以内の右岸には軍備
を禁止した。フランスの目的は、ドイツという虎をこの条約で束縛してしまい、永久に立
ち直ることを許さないことだった。絶対的に優勢な軍事力でドイツを抑えつける一方で、
外交手腕で国際連盟を操縦し、ドイツに講和条約を破壊させないようにした。こうしてフ
ランスはヨーロッパでの盟主の地位を保持したのである。だが窮すれば通ずるとはうまく
言ったもので、イギリスはフランスのこうしたすごいけんまくで威圧する態度を、横目で
ながめて、目障りと感じていた。 
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ポアンカレ（28）はドイツが負債を否認して返済しないのを名目にして、1923 年にルール
地方（29）に派兵して占領した時、アメリカ、イタリア両国とともに正しい道理を講じたの
である。 
＊イギリスとフランスの覇権争いがドイツを復興させた。 
ドイツの天才的外交官シュトレーゼマン（30）は六年間苦心して、その雄弁さをもってと
うとうラインラント（31）駐軍を撤退させた。こうして協商国の連合陣線を分岐させ、国際
連盟に加入し、賠償の金額を軽減させ、経済的自主権を回復し、ドイツは気持ちよくうっ
ぷんを晴らした。1935 年 1 月 13 日に、ザール炭鉱区（32）の労働者たちは、投票でドイツ
に帰属することになった。3 月 15 日、ヒトラー自らヴェルサイユ条約を破棄し、再軍備を
宣言した。フランス人はすっかり青ざめてしまい、ロンドンに干渉してくれるように要求
したが、イギリスは承知しなかった。イギリスはなぜ動こうとしなかったのか。イギリス
はドイツにフランスの後退を引き出させようとし、そうすれば第一人者の地位を強固にで
きると考えたのだ。ドイツの桎梏はイギリスが一手に解除したと言える。 
＊ヴェルサイユ条約はドイツに新しい国防思想を迫った。 
ドイツ人は不撓不屈の民族精神、卓越した科学技術、活発（で巧み）な外交手腕を持っ
ている。これらにより、かれらは急速に復興を果たした。フランスはただ紙切れに書かれ
た条約（ヴェルサイユ条約のこと）で永遠にドイツを屈服させて、枕を高くして杞憂なく
眠ろうと思ったが、その考えはそんなに簡単に実現できるものではなかった。ドイツの軍
隊は形式的には制限されていたようだったが、ドイツの国防建設ははやくから秘密裏には
じまっており、しだいに完成していった。ドイツは大型戦艦の建造を禁止されたが、ドイ
ツは精巧で立派な小型艦を改造できた。空軍の建設も禁止されたが、民間航空を大規模に
発展させることができた。10 万人以上の正規の陸軍保有を禁止されたが、無制限に党軍を
拡充し、警察を訓練した。国防は国境防衛ではなかった。広義の国防は、すでに国境の内
側から国民一人一人の神経細胞に至り、単純な軍備から経済、政治、教育、文化と全社会
生活まで拡大している。かりに戦争の目的が、敵国の戦闘の意志を完全に屈服させること
であるとすれば、国防建設はまず国民の戦闘する意志を鍛えるところからはじめる必要が
あるだろう。 
＊時代遅れのマジノ主義 
フランス人は強固な戦闘の意志がなく、戦争を恐れたので、大至急かれらのマジノ線（33）
を完成させて戦争を回避したのである。 
第一次世界大戦のとき、ドイツ軍は 40 数万の精鋭部隊を集結してもヴェルダン要塞（34）
を攻め落とせず、フランス人は得をした（ドイツ軍を撃退した）。それでフランス人に要
塞を修築するという情熱を燃え上がらせ、独仏国境沿いに、1 ㎞あたり 400 万から 800 万
フランという高価な、最新式の要塞防衛線を構築した。こうしてフランスの資金のほとん
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どすべては深さ 40m の地下に送り込まれたのである。かれらはこの欧州の万里の長城をお
守りにすれば、安心で大胆に気楽で愉快な日々を過ごせると思ったのだ。しかしながら、
かれらは不注意にも大きな一件を見落としていた。ヒトラーは手厳しい障害につきあたる
ことはなく、兵力を集中してベルギーのリエージュ線を突破して突然の雷鳴が耳を覆うの
も間に合わないような迅速な手段でパリを電撃した。こうして堅固なマジノ線はその効力
を根本的に失ったのである。フランス人がなぜ、資金的にはいくらもかからないのに、こ
のお守りをフランスとベルギーの国境に沿って、まっすぐに海岸まで築かなかったのかわ
からない。ベルギーがドイツの好敵手ではないことは、すでに 1914 年に証明済みだった。
フランス政府はこんなに忘れやすいはずはないのだ。 
わたしの観点では、ヒトラーはフランスを征服しようとする野心を持っていなかった。
というのは、フランスがアルザス・ロレーヌの二州を一日も早く返還することを認めてく
れさえすれば、平和裏に解決できたかもしれないからなのだ。ヒトラーはフランスの戦闘
力を過小評価せず、ジークフリート線（35）を構築してからは、まだ突破していないフラン
スの国防線の把握を証明しただけの価値があったし、同時にフランスがドイツに進攻する
可能性があると認識したのである。過去の歴史（事実）を根拠に判断すれば、今回のフラ
ンス人はヒトラーにびんたを食らわされたことになる。両国の恨みを深めさせるだけで、
ペタン元帥（36）の頭脳は一般人が言うようにそんなに簡単ではないだろう。ジークフリー
ト線も大衆に自慢げにひけらかされたときかもしれないが、われわれは待ってじっくり見
ていればよいのだ。 
＊ドイツの強敵はソ連である。 
積極的な観点から見れば、ドイツの宿敵はフランスと言うよりソ連だと言った方がよい
だろう。独仏の衝突には、まだ感情的な要素が混じっているが、というのは両国は数回に
わたり戦争してそのたびに激高し、民族の恨みを蓄積したからである。それに対して、独
ソの衝突は、まったくの利害関係だからである。 
不思議なことに、1919 年に、第一次世界大戦が終結して以後、ドイツは協商国側によっ
て獄舎につながれたが、ソ連は共産主義を宣伝して世界革命を実行しようとしたので、英
米仏伊チェコなどの資本主義国家を怒らせた。そして「武力干渉」という大きな災いを引
き起こすことになり、ソ連は息もたえだえになり、（国家が）危険（な状態）になったの
である（37）。新経済政策（ネップ）（38）採用後、生産建設に従事しようと思ったが、技能
不足を感じた。ちょうど、英仏米独などの腕のいい職人が大量に失業しており、ソ連は早
速この機会に乗じて独米などの技術者を利用して自国の技術欠如を救わせたのである。 
＊戦争の対応は転移することができる。 
1928 年から 33 年にかけての五カ年計画が完成すると、ソ連は大工業国に変化し、英仏
の嫉妬を買った。こうして英仏は獄舎からドイツを放出して、ドイツをかれらの前哨にし
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てソ連を制圧させようとしたのである。1933 年、ヒトラーがドイツ政治の舞台に登場する
と、全ゲルマン民族のすべてを連合しようとして、ドイツ第三帝国（39）を建設した。こう
してドイツ第三帝国は反共産主義の旗を高く掲げ、機会を利用して英仏の思惑に乗ったの
である。そして、国内の共産党を駆逐して共産主義を痛罵し、ドイツ国民がソ連を憎む心
理を作り出したのである。スターリンは、ゲルマン民族の豚の口が、かれの菜園に恭しく
献納されようとするのを目の当たりにして、つまり豚のように貪欲なゲルマン民族が自国
の領土を侵略しようとしているのを目の当たりにして、すぐに防備を準備したのである。 
共産主義と国家社会主義は、不倶戴天の敵というわけでもなかったのだが、敵対してし
まったのは、ヒトラーがかれの豚の口をスターリンの白菜と大根に献納することを譲歩せ
ず、豚のような貪欲さでスターリンの土地に進攻する計画を放棄しなかったからなのであ
る。 
案の定、ヒトラーはチェコ・スロバキアを併呑し、ポーランド進攻を準備した。英仏は
我慢できなくなり、早急に代表（40）をモスクワに派遣してソ連を籠絡しようとした。ヒト
ラーは両面同時作戦を避けるため、英仏の代表がためらって決めかねている隙に乗じて、
ソ連と独ソ相互不可侵条約（41）を締結したのだった。 
ヒトラーは東側が安定したので、英仏に対して軍事的行動をはじめた。極東の強盗（日
本のこと）も「満州国」の国境で戦いの準備をしていたけれども、張鼓峰（42）、ノモンハ
ン（43）で二度障害につきあたり、甘んじてソ連に譲歩して下風にった。松岡洋右（44）はあ
わただしく赴いてその形勢を観察し、モスクワにいるスターリンと短時間のうちに外交上
の傑作を完成させた。それが、すなわち日ソ中立条約（45）である。そして松岡は得意満面
に東京に帰ったのである。 
＊海上に勢力を伸張させようと考える誰もが、イギリスの敵である。 
イギリスは窮屈でちっぽけな三つの島から成る島国（46）であり、職人の腕前で食べてき
た。商取引きで家業を興こし、生まれたときから奔走しあくせく働いて、永遠に流浪の生
活をすることを運命づけられていた。幸いにして、頭脳明敏で実行力に富んでいたおかげ
で、世界中のあらゆる地域に逗留できる場所を布置して、にわかに太陽の没することのな
い大帝国を構築し、海上に覇を称え、欧州を雄視した。星のように一面にびっしりと分布
している自分の植民地を保護するために、全力を海軍に傾注して、英国の「海上の王」の
玉座を強固なものにせざるをえなかった。そのため海軍の建設にあたり「二強主義」を確
定した。もしもどこかの国が、海上でその志を十分に働かせようとすれば、英国と仇敵の
間柄になっただろう。 
ドイツ帝国皇帝ヴィルヘルム二世（47）は海外で数カ所の植民地を奪い取ろうとし、一大
海軍建軍政策を計画し、英国を興ざめさせた。そこで英国はフランスと連携して 1914 年か
ら 1918 年までの第一次世界大戦中、ドイツの海軍を全滅させた。イタリアは地中海に覇を
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唱えようとして、積極的に海軍を拡充した。英国からすれば、イタリアの行為は我々の首
根っこをおさえつけて、大英帝国の運命のかぎを握る意図があるのではないか、と。我々
が極東へ行くには地中海は避けて通ることのできない道で、地中海の主人はイギリスであ
るべきであり、イタリアではないのである。 
ムッソリーニもくみしやすい人物ではない。かれはイギリスとイタリアが地中海におけ
る矛盾を解消するすべがないことを知り、ヒトラーとうまく関係をつけて自分の威勢を助
長しようとした。うつうつとして志を得ていないヒトラーが一挙にフランスを地下に打ち
のめし、ムッソリーニは一杯の羹（48）を分けあう妄想にかられた。そこで彼はヒトラーに
言った。あなたは戦上手だから、フランスはくたばってしまうべきだ。私はあなたを助け
てイギリスを打ち倒そう、と。イタリアは地中海で着手しはじめたので、イギリスは慌て
た。タラントの戦役（49）でムッソリーニの海軍をさんざんに打ち負かし、危険が目前に迫
っているジフテリア（50）の症状を軽くしたのだった。 
英米の海軍が平等であることは、海上王の頭を大いに悩せた。だが、一方ではアメリカ
が後ろ楯となり欧州問題を解決しなければならないし、また一方ではアメリカの威力を利
用して日本を制圧し、太平洋を安定化する。やむなく怒りをこらえてじっと我慢し、苦笑
いして喜んでいるようなふりをせざるをえなかった。 
＊勢力均衡主義と宥和政策 
欧州で、イギリスは自分につづく二番目の国家の抬頭を願わなかった。もしも誰かが頭
角を現したら、それはイギリスの敵だった。英国は二つの特別な宝物に依拠して、欧州の
主宰者としての地位を護持している。 
その宝物の一つ目は、「勢力均衡主義」（51）と呼ばれており、すべての欧州の国家は、
イギリス以外、国力がちょうど一定になるような均衡状態を保持することである。二つ目
は「宥和政策」（52）と呼ばれる。宥和とはすなわち剿匪（匪賊を討伐すること）であり、
イギリスは剿匪司令を自任し、ある国家がおのれの本分を安んじて自らを守らずに、鶏を
盗んだり犬を捕まえたりするような下劣な行為をすると、すぐに出てきて干渉するのであ
る。戦後のドイツはフランスの圧制下で、息もたえだえだった。イギリスはドイツを解放
してフランスを宥和した。イタリアがアビシニア（53）を征服したとき、イギリスは経済封
鎖を実行して、イタリアを宥和した。 ソ連とバルト海三国（エストニア、ラトビア、リト
アニア）の協定で、イギリスまたはポーランドの独立の保証に責任を持ち、ソ連を宥和し
た。ヒトラーは再軍備して、オーストリアを併合したが、 イギリスはまたはフランスを取
り込んで、チェコの独立を保障し、ソ連に取り入ってドイツを宥和したのである。チェン
バレン（54）は平和を象徴する傘をたずさえて、あくせくと世事に奔走し、交渉のためやた
らとあちらこちらを走り回ったが、前門のトラ、後門のオオカミ（55）の状況はいかんとも
しがたく、労して功がないばかりか、かえって天人ともに恨まれ、四面楚歌におちいった。 
翻訳：楊杰著『国防新論』（二） 165
ミュンヘン会議（56）はチェコを危険な虎口に送り込んで、五ヶ月間の平和と交換した。
果せるかな、1938 年 8 月 29 日にドイツはダンツィヒ（57）とポーランド回廊（58）を回収する
決心した。9 月 1 日には第二次世界大戦が勃発した。チェンバレンは憤慨してヒトラーの
主義を消滅する必要があり、ナチスドイツと最後まで戦うと宣言した。1941 年 6 月 22 日
に独ソ戦争が始まると、かつてイギリスに「宥和」されたソ連が、すぐに苦楽を共にする
親友になった。  ある人（59）は言った。「イギリスには永久の利益があるだけで、永久の
敵がいない」と。実によくよく吟味するだけの値打ちのある言葉である。 
 
三、現代国防建設のもつべきいくつかの認識 
これまで述べてきたのは、一種の形而上の国防観念であり、軍事国防の出発点とも言え
る内容である。もしもそれらを事前に深く理解していず、軽率になおざりに見過ごしてい
たならば、軍事国防の建設は、たやすく的なくして矢を放つように、横道を歩いてしまう
だろう。 
＊国防は人類社会生活の産物である。 
戦争は人類社会生活の現象の一種であり、国防は戦争の武器であり、人類社会生活の産
物でもある。国防はあたかも映画のようだし、戦争はちょうど映画を撮影するように、国
防が生き生きと活発化すれば戦争に変化する。 
＊どのように国防の本質を把握するのか。 
社会生活はあまりにも複雑で往々にして理解できない。われわれは国防の本質を把握す
るのに、最も経済的な方法が二つある。一つは自然現象の中で類似する類型を探すことで
あり、もう一つは今後原始社会に立ち返って国防の前身を見ることである。われわれは子
牛は生まれたばかりなら頭に角がないことを知っている。仮定して言うなら、子牛が一国
家だとすれば、この国家は「国は有るが防がない（国があっても、国防がない）」のであ
る。子牛の生存と成長は、母牛の保護にかかっている。身体の発育と力の増加にしたがっ
て、自然に二つの角が生えて来て、しだいにどっしりと強大になってくる。子牛は自衛の
本能を持ち、自然に母牛から離れてひとり立ちする。同様に、ある保護された弱小国家が
かなり強大な国防を持った後、独立自主の国家に変わるのである。 
＊国防の組織が日増しに拡大するにつれて内容も複雑になる。 
交通の発達につれて、人類相互の関係は密接になった。国家の組織が日増しに膨大化し、
その内容も複雑になった。国家が変わると、国防と軍備も変わる。国防と軍備が変わると、
戦争の性質と作戦の方式も変わらざるをえない。 
人類の原始的な戦争は、体力による格闘にすべて依拠しており、禽獣の戦闘と同じだっ
た。その後は道具利用することを知り、投石して棒を振り回した。子供、野人は全部この
種の古い作戦方式を運用していた。われわれが田舎に行き、凶暴な犬が飛びかかってくる
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のに出くわし、土のかたまりや石を拾い上げ、または棍棒と木の枝をつかんで応戦の準備
をする。その後、生産工具が変化すると戦闘の武器も変化した。弓矢刀矛の出現は戦闘武
器と工作器具を分けた。国家の形成、常備軍の編成と訓練により、兵士は専門の職業にな
り、戦術と戦略も専門の学問になった。戦争は個体から集団に変化し、わずかな時間から
長期になった。弓矢が発明されると、鎧兜が製造され、城を築くと、雲梯が作られた。火
器の出現で、弓矢刀矛が廃品になった。爆裂弾の出現は、実包弾も一顧だに値しないもの
になった。 
戦争は流血的で人類を鞭打ち、人類の休憩を許さないし、人類が固定された階段に留ま
ることを許さない。ちょうどこの種類の武器を善美を極めたばかりで、別のもっと完全な
武器を作り出す。そうすると古い武器は廃棄せざるをえないのである。 
＊戦争のやり方は生産様式によって変わる。 
立国精神は国防の性質、国の教育方針や軍隊の装備などを決める。 蒸気機関が発明さ
れ、産業界には一大革命がおこった。冶金技術の進歩は、質の高い鋼鉄を製錬し、機械製
造の技術が向上し、工場の規模が拡大して、生産高が加速度的に増加した。すべてが国家
の組織と人民の生活様式を変えた。山積みになった商品は企業主に海外市場を探すよう迫
り、機械に空ができたので、企業主に海外で原料も掠奪するよう求めた。こうしたとき帆
船が動力源を装着し、商人は大砲を携えて、文化的に遅れている地域に出発した。戦争の
性質が一変すると国防はすぐに国民に新たな要求を出した。 
汽船、汽車の速度は空間の距離を短縮し、堅固な城郭も侵略者の船堅砲利を防ぎきれな
くなった。いずれの国家も身を局外に置くことが許されず、どこまでも往来しない桃源郷
の夢のようだった。交通は思いもおよばない敵を引き入れ、思いもおよばない友人も引き
入れた。外交関係は近代的国防建設において微妙に主導的な役割を果した。外交官は望遠
鏡で敵の進路をうつしだし、その上、敵を友となす積極的な任務を担わなければならない。 
＊立国精神は国防の性質、国の教育方針と軍隊の装備を決定する。 
立国精神はすべての軍事国防の性質を決める。現状に不満を抱き、対外的膨張を必要と
する国家にとって、国防建設の目的は求敵である。求敵の国防とは攻勢の国防で、敵国を
攻撃する時に効用を発揮するだけである。弱小でもしくは現状維持を目的とする国家の国
防建設の目的は、自然に堅固な防衛に力を注ぐことになる。守勢の国防の目的は敵を待つ
ことである。相手が攻撃して来れば、こちらは抵抗するのである。また、攻守二重性質を
持つ国防がある。国土を防衛する必要があるし、対外発展しようとする国は、そうするし
かないのである。国防の性質は国民の教育と軍隊の訓練に影響するだけではなく、戦略戦
術の採用、武器弾薬の性能や交通兵站の配置もすべてが国防の性質に服従し、国防の性質
から決定されなければならない。ドイツは、フランスに進攻して、仇を討ち、恨みを晴ら
そうとする一方で、対外発展し、弱小国を併呑しようとした。そのため、国民に対しては、
翻訳：楊杰著『国防新論』（二） 167
汎ゲルマン主義（60）を宣伝し、軍隊に対しては、積極的な攻勢教育を実行した。兵器の上
でも、攻勢破壊を標準とした。砲弾の場合、ドイツは根本的に榴散弾（61）を使用しなかっ
た。榴弾（62）だけを用いた。つまり、ドイツはフランスに進攻し、フランスの堅固な陣地
を破壊しようとしたので、破壊力と貫徹力に富む榴弾を使わなければだめだった。フラン
スは大量に敵の野戦軍を殺傷しようとしたので、あくまでドイツが惜しげもなく捨て去っ
た榴散弾を使ったのである。ドイツ人が賢くて、フランス人は愚かと言えるだろうか。フ
ランスの守備隊は全員鉄筋コンクリートで構築した要塞（63）の中に隠れていた。榴散弾で
攻撃しても土砂をまきちらして、煙を上げるのと同じで、まったく効果がなかった。ドイ
ツの野戦軍は要塞の周囲に密集していたから、豆粒の大きさの一粒弾でも人馬を殺傷でき
た。榴散弾の破壊力は榴弾より大いに強かった。フランス人がもしもこの秘訣を理解して
おらず、ひたすらドイツ人に学び、盲目的に「榴散弾は破裂性が高いが、確実性には欠け、
破壊する威力は大きくない」と言ってしまっていたとしたら、本当におかしな話である。 
＊新兵器は戦争と国防の性質を変えた。 
理想的な標準に合致するような軍事国防とは、世界で永遠に一つの理想的となってい
る。それはまるで美しい女神のようであるが、実は絵に描いた餅である。ある種の新兵器
の出現は、戦争全体の情勢をすべてにわたって面目を一新させた。昨日の軍備は今日では
おもちゃになってしまった。今日の軍備はあしたには一顧だに値しないかもしれない。第
一次世界大戦時代の軍備は現在の軍備と比べると、その多くは比べものにならない。近代
化した陸軍は、装備上、1914 年と比べて 20 倍以上の機関銃、3 倍以上の大砲、その当時思
いもよらなかった重爆撃機（64）、100 トンを越える戦車（65）、磁性機雷（66）、火災放射機（67）、
嘯声爆弾（68）、自動大砲（69）、高温砲弾（70）、と様々な化学兵器（71）がある。1918 年に、
戦車の速度は毎時 10 ㎞ぐらいにしかすぎなかった。現在の戦車は、毎時 35 ㎞で走れる。
1918 年に飛行機の速度は、毎時 75 ㎞から 100 ㎞で、活動半径は 150 ㎞から 180 ㎞だった。
現在の飛行機の速度は毎時 300 ㎞から 600 ㎞で，活動半径は 700 から 3,000 ㎞までになっ
た（アメリカのダグラス社製 B19 式重爆擊機の航続力は、7,500 マイル、ボーイング B17
式爆撃機（72）の航続力は 4,000 マイルである－原注）（1 マイルは 1.6 ㎞）。飛行機の大
量使用、大砲の射程距離は第一次世界大戦時に比べて二倍に増加した。しかし大砲はすで
に降格して保守的な武器になっておりた、当時の威厳をなくしていた。 
空軍の発達は前方と後方との境界をなくした。海軍、陸軍と民衆はみな慌てた。從来、
国防建設を講じるさいに終始考えていた「国防線」は、歴史上の名詞に変化した。今日の
国防は線の配置と面の配置ではすべてにおいて足りなくなった。戦争の立体化にともない、
立体化の国防建設に従事しなければならない。線形国防はちょうど一個の卵のようだ。割
れたら收拾がつけられない。立体国防は、国家全体を強靱で力強い戦闘体に変えた。ぼろ
ぼろにならないし、打ち砕かれない。だが、今日の戦争は絶対的な制空権の保持を証明し
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ているが事実上不可能である。イギリス人はロンドン上空に阻塞汽球（73）による防空網を
配置したが、行き届いていたと言える。しかし、ドイツの飛行機は依然として悠悠自適に
飛びたって爆撃することができた。高射砲火の威力は、わずかに敵機の低空飛行の爆弾投
下を妨ぐにすぎなかった。最も有効な防空手段は飛行機で飛行機に対抗し、爆撃には爆撃
で応えることだった。 
＊空軍の発達の近代国防への影響 
空中の脅威は、人類を最も苦しい最下層の地獄（一八層地獄のこと）の段階に入らせた。
一九層以降の地獄は、存在しないはずだが、存在するとすれば天国なのかもしれない。比
較的進歩した国家は、要塞、軍需工業、兵器工場、製鉄所などすべてを地下 30 から 40m
に建設しているだけでなく、教育機関、行政機関と人民の住宅もしだいに地下へ移転して
いる。往時『封神演義』（74）を読むと、張奎（75）と土行孫（76）は地下で戦ったが、その奇
抜さに机をたたいて驚かずにはいられなかった。ところが今思えば、本当は「ことさら、
取り上げて話題にする価値がない」のだ。 
ドゥーエ主義（77）は全世界を覆い、それは近代的な国防理論を支配している。各国の軍
事専門家はみな彼に追随して「防空なくして、国防なし」と叫んでいる。現代戦争の状況
下で、空軍だけが攻撃することができ、攻撃してこそ勝利をかちとると信じている。列強
は積極的に空軍を拡充するため、数千機の軍用機が同時に空中で戦うのは、もう理想では
ない。 
爆撃機と空挺部隊（78）の出現は空中堡塁（79）と空中戦車（80）の製造が成功したこと、ま
たドイツが地中海で空挺隊によりクレタ島を襲撃した奇跡は、空軍の戦争中の重要性を説
明できる。イギリス海軍の主力艦「プリンス・オブ・ウェールズ号」（81）、「レパルス号」
（82）は同時に不慮の災難に遭った。海底に撃沈されて、イギリスの太平洋の作戦力の大半
を損失した。空軍は万能ではないが、われわれは、かまう必要はない。しかしながら海軍
のばかでかくてもろくて弱いのは、鉄の一般的な事実なのだ。 
＊空軍の優越的地位 
空軍の価値は低廉で、運動は迅速で、爆弾投下は正確であり、攻撃力が強く、それらに
よって今日の優越した地位がもたらされた。空軍は単独で作戦することができるばかりで
なく、陸軍と海軍の家政婦でもある。陸軍と海軍は、もしも相応な空軍機の援護なくして、
敵機の襲撃下にあったならば、勝利を収める作戦の目的を達成しようとするのは、とても
困難なのである。 
＊モーター化と機械化 
モーター（原動機のこと。電気的エネルギーを機械的エネルギーに変換する）の進歩で、
陸軍の組織を変革したモーター化と機械化とが、最新式の軍隊を生み出した。機械化とは、
モーターが兵器のある一部分を作動させることである。タンク（戦車）、モーターで作動
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する大砲などがそれにあたる。オート化とは機械で軍隊を輸送することである（鉄道・船
舶・航空機など）。さらにオート機械化部隊とは、機械化兵器との混合であり、オート化
で軍隊の補助となる。これにより、現在では騎馬を必要としないオート化した騎兵、自ら
の脚で進軍しないオート化した歩兵、また航空機に乗り陣容を整えた空挺部隊がある。ず
っと前に、大砲はとても有名な大きくて重い兵器だったが、オート化の後、歩兵と一緒に
前進できるようになった。ドイツの軍事週刊は、「大砲の火力は日増しに歩兵化し、歩兵
の火力は日増しに大砲化している」と述べている。歩兵の人員は小型移動（自走）大砲の
砲手になったと見なすことができる。 
＊現代の軍備が備えるべき基本条件 
現在の戦争は、一面では機械化戦争であるが、もう一面は何千何百万の大兵力の戦争で
ある。巨額な物資資源を利用する戦争であるばかりか、同時に数百万の戦闘員をも動員し、
交戦国の全国民の半数以上を動員する戦争である。海軍、陸軍と空軍、機械と人、武装し
た戦闘員と巨大な人民は、密接に相互に隷属している。列強の「マラソン」式の軍備拡張
競争は、奇形的であり、窮乏して苦しく、小さく、先天的に不足している国家民族には足
下にも及ばなく、全身に汗が流れるほど恐怖を感じるのである。というのは現在の軍備は、 
1．単に軍備が備わっているかどうかが問題なのではなくて、「軍備の質」が上質で
優れているかどうかが問われている。 
2．上質で優れているかどうかが問題なのではなく、「軍備の量」が多数であるかど
うかが問われている。 
3．多数であるかどうかが問題なのではなく、自作可能なのかどうかが問われている。 
4．自作可能なのかどうかが問題なのではなく、自己の原材料を使っているのかどう
かが問われている。 
これらの条件がすべて備わっていたとしても、別にもう一つの大問題がある。それは自
分で使えるかどうかである。演劇と同じく、巧妙でありながら各々が異なる。最後に勝利
を収める道は、軍事技術なのである。 
＊国防力量の大小は相対的である。 
軍備が強大であることは、一国家の幸福ではない。強大な軍備は国家の人力、財力、物
力に比例しなければならない。「適度（ちょうどよさ）」という言葉で言い換えられる。
関羽（83）の青竜偃月刀（84）は、関羽であってこそ使いこなせる。諸葛亮（85）に青竜偃月刀
を与えたとしたら、きっとかれの命がなくなるにちがいない。弱小国が強大な軍備を有す
るのは、鹿の頭にきれいな長い角が生えているのと同じだ。長所がないばかりか、かえっ
て致命的な禍を招くことになる。その軍備はちょうどよいのかどうかが、自分でもわから
なくなっている。それには、戦争の試験を経ねばならないのである。ナポレオンはワーテ
ルローの戦い（86）で、ついにウェリントン公（87）の足下に身を投じて捕虜になった。彼は
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投降するときに、「われわれの砲兵は非常に出色だと思っていたが、プロイセン（88）には
比べものにならないとわかった。だから敗れたのだ」と言ったという。われわれはオース
トリア、チェコはみな軍備を有する国家であることを知っていても、なんと一発もうたず
にヒトラーに併呑されてしまった。オランダ、ベルギー、ポーランドもすべて軍備を有す
る国家だったが、第二次世界大戦で、オランダは 4 日、ベルギーは 8 日、ポーランドは二
週間戦い、みな最終的に亡国の民というレッテルをはられてしまった。フランスは五大強
国の一つと称しており、欧州の盟主となったことがあったのだが、一ヶ月もたたないうち
に、ペタン元帥が停戦の協議を請求した。 
これらからわかるのは、一国の国防は、自国の人力、物力、財力に比例すべきばかりで
はなく、敵国の人力、物力、財力と比例しなければならないということである。 
 
四、総力戦の近代国防に対する影響 
 ある人が日本人に「日清戦争はどうやって勝ったんですか」と尋ねた。すると日本人は
「われわれは全国の力を用いて李鴻章の北洋の軍隊と戦ったから、勝ったのだ」と言った
という。ここから、日清戦争は中国の軍隊が負けたのではなくて、思想が負けたのだとわ
かる。日本は全兵力を動員して犯してきたのに、われわれは全兵力を動員して抵抗するこ
とを知らなかった。北洋艦隊はすでにめちゃくちゃで収拾のつかない時でも、多数の軍を
率いる将軍は軽々しく動かず、中立を保持しようと言った。これはまったく理にかなわず
言語道断である。 
＊現代の戦争とは交戦国どうしの国力の総決戦である。 
 古代における戦争とは軍隊のことだった。戦争がはじまると、兵と兵とが戦い、将と将
とが戦うだけで十分だったから、民衆とはまったく関係はなかった。現在の戦争は兵と兵
との戦争ではなく、国と国との戦争であり、交戦国の国力の総決戦である。戦争は三次元
の空間の中で進行している。飛行機ははるかかなたの大後方に爆弾を投下できる。土地は
東西南北の区別がなく、陸から海まで、空から地上まで、すべてが戦場である。人は老若
男女、病人・障がい者の区別なく、みな戦争の影響を受けるし、全員が戦闘員にもなる。 
このような戦争が総力戦（国家の総力を結集した戦争）だといえる。 
＊戦争の目的 
 現代の戦争の目的は、「敵国の軍隊を撃破する」のではなく、「敵国の人民の戦闘意志
を消滅する」ことにある。打撃を与えたいのは完全武装した戦闘員ではなく、武装した戦
闘員の供給源なのである。「草をかりとる」だけではなく、「草を根こそぎ抜き」たいの
だ。かつて二度英国の航空部大臣に任じたトムソン男爵（89）は、「戦争に勝利する方法は、
人家がたてこんでいる場所を無情に爆撃することだ」と言った。ドイツのアチェラック将
軍  (90)は「平和に民衆が集住している広大な地域はたえず消滅させられる脅威にさらされ
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ている。未来の戦争は全民衆を消滅する傾向にある」と言った。 
＊全体性戦争は前線と後方、兵士と民衆の境界線を消滅させた。 
ドゥーエはかつて、「総力戦」について以下のような意見を発表したことがある。われ
われは本当に文明人なのだろうか。もしそうであるならば、戦争を廃止しなければならな
い。もしわれわれが力を合わせてこの事をやり遂げることができなければ、それなら決し
て限定的にも若干の優雅な殺人、放火と破壊の方法を使って、人道的文明的などの立派な
理想を保つことを語れないだろう」と。かれはドゥーエ主義を批判する人に質問したこと
がある。「戦争に勝つために、あなたは義侠心を使わず、最も残酷な武器で非戦闘員の老
人と婦女と子供を殺害するのですか」と。そのまま自ら答えた。「もちろん、勝利第一で
ある。国家が勝利を得て、それからようやく人道を考えることができるのだ」と。 
もう一人のナイ（Nye） (91)というイギリス人は、大戦勃発以前に、「敵国の空軍がロン
ドンに進攻する方法は、明らかにまず猛烈な爆弾で激しく爆撃し、民衆を地下室に追い込
み、それから大量の液体毒ガスを投下するのだ。正確に狙う必要はない。ただ飛行機の両
側面から投下するだけでよいのだ。毒ガスは空気より重いので、自然に地下室に流れ込ん
でいく」と預言した。 
とても不幸なことだが、こうしたような大多数の聞く人を驚かせる話は、第二次世界大
戦中、ほとんど完全に事実になった。現代の戦争は全体性戦争であるから、全体性戦争に
正しく対処して、国家総動員を実行せざるをえない。全国の人力、財力、物力のすべてを
集中して、戦争を準備するのである。 
＊モーター化戦争 
科学が進歩すればするほど新奇な武器もますます多くなる。人類の戦争はいつも科学に
従って発展してきた。人力による戦争から器械による戦争に変わって、器械戦 (92)から機
械戦 (93)に変わった。最近になるとまた機械化戦からモーター化戦 (94)に変わった。武器が
新しくなればなるほど、破壊力もますます強くなり、消耗もますます大きくなった。以前
は将軍が刀を下げて、戦争する兵士は将軍に従って行った。現在では兵士はオートバイ、
飛行機、戦車に乗り、機械が行くところに人が行って、将軍は戦争をする機械に従って行
った。これらの戦争する機械はみなものを食べなければならないし、銃砲は銃弾を食べ、
機械はガソリンを飲まなければならないし、その上それらの食べる量は驚異的である。一
丁の機関銃、毎分数百発の銃弾を消耗する。重爆撃機は一機に 7、8 トンの爆弾を装着でき
る。一機の空の要塞  (95)は、一回で十数トンの爆弾を装着することさえできた。一つの大
規模な戦争を進行しようとしている国家は、もしも数万の大砲、数百万の歩兵銃、数十万
の機関銃、数万機の飛行機、戦車、牽引車、および数万台の自動車、数千万発の銃弾、数
百万発の砲弾、数十万トンの化学薬品を保有していなければ、まったく開戦しようとしな
いだろう。兵士自身の消耗はまだ含めていない。こんなに多くものでも、最多でも一年間
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支えることしかできない。というのは機械の寿命がとても短いからである。一機の飛行機
の寿命は数百時間にすぎないし、一輌の自動車の寿命は数万㎞にすぎなかった。自分から
壊れるか、あるいは敵に破壊されるかしても、すべてすぐに新しく補充しなければならな
かった。補充できなければ、引き続き戦闘することはできなかった。このように大量の機
械を生産しようとすれば大規模な工場、大量の労働者、大量の原料がなければだめだった。
平時に豊富に備蓄物があっても、戦時にも生産を継続し、平時よりもさらに大量に生産し
なければならなかった。つまり原料が敵機に焼き払われて、工場は敵機に破裂されても、
なんとかして手段を考えて物質の供給を断ち切られないようにしなければならなかった。
物質は戦争の神様の食糧であり、工場は戦争の神様の厨房であり、職人は戦争の神様のコ
ック、食べるご飯がなければ、戦争の神様は餓死してしまうだろう。 
そのため、戦争を準備しようとすれば、産業の総動員を実行しなければならない。 
＊生活の機械化こそは戦争の機械化の基礎である。 
第一次世界大戦における同盟国側（独伊墺による三国同盟）の軍隊は、1,200 万人が死
傷した。協商国側（英仏露による三国協商）の方も 1,000 万人が死傷した。現在、殺人の
兵器はさらに凶悪で、殺人の方法はさらに悪らつである。戦争を始めたら、死傷者の人数
は必ずもっと多い。機械は戦争の中で重要性が増加したものの、でもやはり機械を操縦し
ているのは依然として人間なのだ。 
戦争が機械化したので、人民の生活水準を高め、全国の民衆に「生活面での機械化」を
させなければならない。戦争がモーター化したら、全国の民衆に「生活面でのモーター化」
をさせなければならない。道理にしたがっていえば、戦争のやり方は人類の社会生活にし
たがうべきなのである。モーター化した生活があればこそ、モーター化した戦争を生み出
すことができる。生活様式と戦争の方法が一致すると、兵員の補充が困難を生むことはな
い。 もしもモーター化戦争でモーター化した機械を操縦する兵士が、一般国民の眼中でみ
なすごい専門家に変わったならば、後備兵が長期の訓練を経て戦闘員となり、戦争で勝利
を得ることは不可能だろう。勝利した国家は、必ず国民生活の戦争化をし、戦闘技術の常
識化をし、軍事教育社会化の国家をしなければならない。例えば、ソ連は公園にたくさん
の銃砲、飛行機、戦車の模型、各種の機械自動化の部品をならべてある。そして専門家を
派遣して公園内をぶらぶらしている人民に各種陳列品の構造を説明する。彼らにどのよう
な装置なのか、どのように使用するかを指導する。もし子供が自動車の模型部品を小さな
車に詰めていたなら、その管理員はとても喜んで子供の柔らかな髪を撫でて、「あなたは
賢いね! 良いね! これはあなたにあげる。持って家へ帰ってあなたのお父さんとお母さん、
兄弟姉妹に教えて。かれらはあなたをほめてキャンディをもらえるよ」と言った。子供は
にこにこしながら家へ走って帰り、すぐに自動車を修理したり運転したりする小さいエン
ジニアになるのである。空挺（パラシュート）運動の熱狂、民用航空の発達は、ソ連の空
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軍を無限に拡充させることになった。ドイツの軍事教育も普通教育の上に成り立っている。
かれらは到るところに豊富な収集品のある博物館を設立し、つねに国民射撃練習、航空、
騎馬、自動車運転など各種の競技会を挙行した。民衆のスポーツである登山とスキーに関
しても、政府によって積極的に推奨されたし、軍隊から軍官を選抜して指導したのである。
第一次世界大戦後、ドイツは空軍の保有を許されなかったし、陸軍の人数も十万を超えて
はならなかった。だがひとたび再軍備を宣言するとすぐに、強大で他に比類を見ない空軍
を編成したり、数百万の軍隊を動員したのは、おかしな出来事ではないのだろうか。「少
しもおかしくない」と言える。というのはドイツ人は国家総動員を理解しているし、その
生活はすでに軍事化していたからである。 
 国家総動員の結果、平時と戦時との境界線、前方と後方との境界線、民衆と兵士の境界
線をすべて消滅してしまうのである。平時と戦時には生産手段があり関係が維持され、前
方と後方とに交通手段があり関係が維持され、民衆と兵士には教育手段があり関係が維持
されている。一般の国民が平時に過ごすのは戦時の緊張した生活であるから、戦時になっ
ても慌てず騒がず、平時と同様に悠揚迫らぬようにすることができる。もしも平時にまっ
たく準備がないか、準備が不十分のまま、動員命令が下るのを待っていたら、召集に応じ
て入営する兵士が軍装を受領するさいに、帽子は受領できないが、ズボンは受領できても、
靴は受領できないだろう。銃器は受領できても、銃弾は割り当てられないだろう。こうな
ったら、前線の隊伍はもう支えきれないし、後方の援軍は車両が少なすぎて最前線に送れ
ないのである。このような国家は、戦争する以前に失敗してしまっているので、必ずしも
軍隊を前線に送って無駄死にさせることはない。平時に一滴でも多くの汗を流し、戦時に
は一滴でも少なく血を流す。これが道理である。ナポレオンがモスクワに進攻して失敗し
たのは、かれの兵が敗れたのではなく、かれの交通手段が準備不足だったからだし、飼い
葉（まぐさ）と弾薬の補給が続かなかったからなのである。ヒトラーがモスクワに進攻し
て、またしても失敗したのも、かれの兵隊が敗北したからではなく、かれが冬の軍装をと
っくの昔から準備していなかったからなのである。戦場は過失の集合場所であるが、過失
が少ない方が勝利を収める。一筋の縄の力は、もっとも細い部分を根拠にして計算するの
である。戦争のとき、ただ将軍は流血のみ許されてひたすらに戦い、後悔することは許さ
れないのである。 
＊オート化した戦争中でも、精神は依然として決戦の主要な要素である。 
戦争の多くの条件が互いに密接に関連しているばかりでなく、戦場の主役は終始「人」
なのであるから、現代の戦争は人の戦争である。健全な人は、健康な身体を有し、良好な
精神状態にある。戦争をするには、精神力がもっとも重要な要素になる。クラウゼヴィッ
ツは、「戦争全体の要素は全精神を集中して操作するため、その効力はしばしば不可思議
であり、何事も深く歴史に通じている人なら、精神力の価値がわかっているのだ」と述べ
ている。フランス革命のときに、人民の情緒が燃え上がったので、「祖国の危機だ」とい
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うスローガンを聞くやいなや、非常に多くの人民が自発的に武器を持ち、前線に向かい敵
と戦ったのである。敵の軍隊は強大だったとはいえ、フランス国民軍の精神ははかりしれ
ないほど大きかったから、欧州全土の敵に抵抗できたのである。1916 年、ドイツ軍がヴェ
ルダンに進攻して、両軍は互いにわずか 40 から 50m まで接近した。狭くわずかな土地のた
めに、激しく必死の戦いをした。どの砲台も奪ったり奪われたりして、砲火が満ちあふれ
て血肉が飛び交い、命を捨てて争い休まずに戦った。ドイツ軍は 40 数万人集結していたが、
一線を越えることができなかった。ヨーロッパ戦線の歴史を読むと、フランス軍の戦闘精
神に感服しないわけにはいかない。1933 年、私はフランスを訪問してフランス兵に、「ド
イツが攻めてきたら、どうするんですか」と尋ねたことがある。かれらの答えは、「われ
われにはマジノ戦がある。ドイツが攻撃してきたら、200 万の犠牲を払うだろう。われわ
れは悠々自適なのだ」だった。誠に巧みな言い回しである。国民精神は中国の地では退廃
してしまった。ドイツ人の「われわれには領袖が必要であり、戦争が必要である。我々個
々人には何もいらない、すべてはドイツに帰属する」という戦争狂いと比べてみると、そ
の差ははるか彼方ににかけ離れている。マジノ線はいいものだが、どのように使ったのか、
大戦がはじまるとウェイガン元帥 (96)の手中には 190 万の大軍があったのに、戦わずして
降伏してしまった。フランス国民の精神動員は巻き起こらなかったのだ。 
 機械とモーターは頑迷固陋なものだから、精神力をこめないままそれらを統制しようと
しても、きっと反逆するだろう。 
＊速決の戦略には、持久の準備がなければならない。 
 三国時代に、許褚 (97)は馬超（98）に猛烈に攻めかかり、両人とも戦うほどに勇敢になり、
打ち合うこと数百回、依然として顔色を変えず、息を荒げなかった。国家総動員とは、国
家を熟成させ馬超と許褚のように力強い戦闘体とさせ、敵との長期の戦闘においても、平
静を保って息切れさせないのである。だが本当に戦争がはじまれば、かえって関羽が杯を
受けて華雄 (99)を斬るように、速戦速決が望ましい。 
 
五、近代国防新思想－連合国防 
1914－18 年の第一次世界大戦で、イギリスは流血なしの殺人新兵器、すなわち経済封鎖
を発明した。イギリスは強大な海軍でドイツを包囲し、強制的にドイツと外部の世界とを
隔離し、ドイツ経済と世界経済との関係を断絶した。このようにしたため、ドイツに食料
危機が発生し、各種軍需工業の原料輸入の道は閉ざされ、人民は飢えて、工場は操業を停
止した。ドイツはすぐに「潜水艦作戦」 (100)で応戦し、イギリス経済に対する反封鎖を実
行した。しかし「潜水艦作戦」はアメリカをがっかりさせたので、対英国の封鎖は成功し
なかったばかりか、かえって協商国側に力量が豊富なアメリカを仲間に引き入れてしまっ
たのである。ドイツの戦線への供給と後方での生産とはちぐはぐになってしまい、経済は
破産を宣告され、マルク紙幣は紙くずになり、革命の騒ぎがおこると、ドイツ皇帝も王冠
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を脱いで逃亡し夭折してしまったのである。ゆえに一般人はみな先の大戦でドイツは経済
戦に敗北したと思っているのである。 
協商国の経済封鎖は成功をおさめ、ドイツの経済復興を防止するために、経済面から着
眼して、ドイツの海外植民地をすべて没収したのだった。 
列強は今回のドイツが失敗した教訓を受けて、経済資源を生命よりさらに重いものと見
なした。すでに植民地を保有している国家は、統治を強化して積極的に開発をおこなった。
植民地が少ないかまったく保有していない国家は、あちこち探して必死で奪い取ろうとし
た。1931 年、日本は東四省（遼寧・吉林・黒竜江の東北三省と熱河省）を力ずくで占領し
た。1935 年、イタリアはアビシニア（エチオピア）に出兵した。1938 年、ドイツはオース
トリアを併呑し、チェコスロバキアを滅ぼした。これらの目的はすべて資源を奪取して、
戦闘力を充実するためだった。 
＊経済集団 
経済資源の奪取に続いて、世界は経済戦争を進める組織も生み出した。その名は「経済
集団（Bloc）」 (101)とした。英国は自国の政治領域、経済領域、自治領植民地などで、英
ポンド集団を作り出した。アメリカもまた英国にならって自国が所有する領域および南米
の小国で、アメリカドル集団を作った。フランスもまたこの方法を使って、フランスフラ
ン集団を設立した。経済集団は結合して堅固な堡塁になり、敵に対して経済進攻をはじめ、
資源封鎖を実行した。その時々に敵国もしくは仮想敵国の流通券を拒絶して、経済断交を
実行した。相手が購入したい物資があれば、わざと売ろうとしなかったし、相手が売りた
い物資があれば、どうしても買おうとはしなかった。ある一部分の物資は現金で相手に売
ってやるということである。またある数種類の物資は輸出できるが、先方のある物資と必
ず交換しなければならないということである。もしも相手があなたを攪乱しようとするな
らば、あなたは第三国にそれらの物資を購入してもらうのである。相手は高値か通常の数
倍以上の高値であなたと争って購入するだろう。さらに一歩進んでその国が取り決めをし
て、ある数種類の物資の特許購買権を取得して、第三国に売却することを許可しないだろ
う。経済集団は最近の資源をめぐる争いと軍備拡張競争の上で、膨大な威力を発揮した。
イタリアもリラ集団を組織しようとしているし、ドイツもマルク集団を組織しようとして
いる。日本も円集団を組織しようとしている。みな現金が不足しているので、勢力は弱く、
単独で設定するのは不可能であるから、互いに仲間になるのである。枢軸国（102）は、こう
して英米などの国のブロックと対立した。このようにして、対立の関係は日増しに先鋭化
し、戦争の方法で解決する以外、まるで方法がなくなってしまったのである。 
＊政治集団 
第一次世界大戦終結後、協商国側は勝利した。英仏の収穫には見るべきものがあった。
もちろん非常に満足した。数年間太平の世で悠々自適の享受を希望した。ここから一つの
政治集団（国際連盟）を組織して世界平和を保証し、人類の歴史を引っぱって行こうとし
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たのである。「疲れていますね。ちょっと一休みしよう」と言ったのである。だれが予想
しただろうか。和平条約の墨跡がまだ乾ききらないうちに、ムッソリーニがローマで雑談
して、「他国の人口は少なく、あのように大きな土地を占領する。われわれの人口はこん
なに多いのだから、合理的な領土の要求を許さないのは、世界的に不公平ではないのか」
と述べたのだ。日本もまた失意の国だったから、ムッソリーニと同様に鼻息を荒くした。
現状に不満を主張して平和条約を改訂する、保守分子は意外なことに平和条約の尊厳を維
持しようとした。秘策を戦わせて互いに争い、ついに軍縮会議を軍拡会議に変化させた。
日本は東四省を占領し、イタリアはアビシニア（エチオピア）を滅ぼした。国際連盟は口
先だけの「干渉」と「制裁」を言い、その結果威信は地をはらった。こちらには独伊同盟
が、あちらには仏ソの協定ができ、ファシスト陣営だとか、人民戦線だとか、防共協定だ
とか、英仏同盟だとかが、次々に出現した。世界大戦が勃発して、独伊日は気脈を通じて
一気に「侵略集団」を成立させた。中英米ソは連合して抵抗し、「反侵略集団」を成立さ
せた。「経済」「政治」「軍事」の三種類の性質が、二つの対立する戦闘共同体を形成し
たのである。 
＊集団戦争 
そのとき以後、国と国との単独の戦闘は、集団と集団間の連合戦闘に変化した。戦争は
あたかも一筋の縄のようで、多数の国家が一緒につらなり、一国家では対岸の火事にもな
らず、身を俗世間の外に置いているだけなのである。 
本来、太郎と次郎が喧嘩をして決着がつかなかったら、助っ人を見つけようとするのは、
いつものことだろう。現代の戦争の規模も、太郎と次郎の喧嘩の規模を拡大したものにす
ぎない。連合戦線の思想も最近になって出てきたものではなく、五覇七雄の戦国時代、秦
王が六国を併呑しようとたくらんだとき、その当時の偉大な外交家蘇秦（103）は六国に遊説
して、一つの連合戦線を成立させた。「合従で秦を拒絶する」策である。秦王は施すべき
計略がなく、「第五縦隊」の張儀（104）を六国に派遣して、「連衡政策」を説かせ、六国の
反侵略戦線を分散させ、かれらに「連衡で秦に仕え」させたのである。のちに秦王はまた
参謀範雎の策略を採用した。いわゆる、遠い国とは修好して近い国へは進攻して滅ぼし、
しだいに遠くに威力をおよぼして天下統一をはかる「遠交近攻」策である。六国を各個撃
破し、大一統の悲願を実現したのである。これこそ集団戦争の最古の一例である。「古に
すでに之有りて、今に烈となる」と言える。 
 
注  
（１）翻訳（一）では、序文・目次・第一編第一章を訳出した。詳細は、以下を参照され
たい。「翻訳：楊杰『国防新論』（一）」（立命館東洋史學会『立命館東洋史学』
第 39 号・2016 年 7 月、85－132 頁）。 
（２）ムッソリーニ（1883－1945 年）はイタリアの政治家。師範学校卒業後、1900 年社会
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党に入党した。1901 年小学校教員。12 年党機関誌『アバンティ』の編集長をつとめ、
当初反戦を唱えたが、第一次世界大戦勃発後、戦争支持に転じ党から除名された。
大戦に従軍して負傷、19 年復員兵などを集め戦闘者団 （戦闘ファッシ ）を創立、
武装私兵 （黒シャツ隊）を組織し、社会主義者などを襲撃した。21 年国会議員に
当選し、同年戦闘者団を国家ファシスト党に改組、その党首となった。22 年ローマ
進軍を経て政権の座につき、最初から首相のほか内相、外相をつとめ、一時は 7 つ
の大臣を兼務した。また政権を掌握したほぼ全期間にわたり、陸・海・空の 3 軍の
省をみずから押え、25 年以降立法、司法両権も掌握、全体主義体制を固めた。また
35 年のエチオピア侵略、36－39 年のスペイン内乱への干渉など、帝国主義的政策を
推進した。39 年ドイツと軍事同盟を締結、40 年イギリス、フランスに宣戦したが各
地の戦闘で敗れ、43 年失脚、逮捕、監禁された。同年 9 月ドイツ軍に救出され、ナ
チス・ドイツの傀儡政権を組織したが、45 年パルチザンに愛人クララ・ペタッチと
ともに逮捕され、即決裁判を受け銃殺された。 
（３）狭義には、資本主義が全般的危機に陥った第一次世界大戦以降のイタリアで、労働
者階級の革命運動の高揚に対抗して登場し、議会制民主主義を否定して反革命独裁
を志向したムッソリーニに率いられたファシスト党の運動、体制、およびそのイデ
オロギーをいう。「ファシズム」の語は「結束」を意味するイタリア語ファッショ 
fascio が、ファシスト党の母体である戦闘ファッシ Fasci di Combattimento に使
用されたことに由来するが、この語はさらに、古代ローマの執政官の権標であった
儀式用具ファスケス fasces（斧を中心に木の棒を束ねたもの）にまでさかのぼると
いう。一般概念としては、それ以後の類似の現象をさすが、近年、多義的に用いら
れている。極右政党、軍部、官僚中の反動分子らによる政治独裁を目指し、自由主
義、社会主義を排撃し、全体主義、軍国主義、ナショナリズムの高唱などを特色と
する。具体的には 1920 年代から 30 年代にかけて登場したドイツのアドルフ・ヒト
ラー、スペインのフランシスコ・フランコらによって指導された権威主義体制の運
動および体制があげられる。このように当初はムッソリーニの運動だけをさす固有
名詞であったファシズムは、やがて 1930 年代に入ってヨーロッパをはじめ各国に
それと類似の運動が勃興するに及び、これらを一般的に総称する名称に転化した。 
（４）ヒトラー（1889－1945 年）は、ドイツの政治家、オーストリア出身。第一次大戦に
参加。1919 年ドイツ労働党入党、雄弁で頭角を現し、1921 年指導権を掌握。ミュン
ヘン一揆に失敗し投獄、出獄後党党勢を拡張、1933 年首相、1934 年大統領を兼ねた
総統と称し、独裁政治をしいていわゆる第三帝国を建設した。反ユダヤ主義、ゲル
マン民族の優位性を主張、軍備拡張により近隣諸国を次々に侵略、第二次世界大戦
を引き起こした。 
（５）ニーチェ（1844－1900 年）は、ドイツの哲学者、ヨーロッパの文明批判し、民主主
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義を弱者の道徳と批判し、強者の道徳とする立場から価値想像の哲学を超人、永遠
回帰、権力への意思、運命の愛など独特の概念を用いて主張した。ニーチェの哲学
はナチスに利用されたこともあったが、今日では実存哲学の先駆者、新しい価値観
の提示者と評価されている。 
（６）ロンドンで開催された国際会議は数が多い。ここでは、1930 年の第 1 回ロンドン海
軍軍縮会議を指す。1930 年 1 月からロンドンで開かれた英米日仏伊の五大海軍国会
議の結果、英米日三大国間だけで同年 4 月 22 日に、海軍軍備制限に関する条約が
結ばれた。31 年 1 月 1 日公布。フランスとイタリアは話合いがつかず条約に加わら
なかった。この条約で協定された艦船保有量は、大型巡洋艦がイギリス 146,800 ト
ン、アメリカ 18 万トン、日本 108,400 トン、小型巡洋艦がイギリス 192,200 トン、
アメリカ 143,500、日本 100,450 トン、駆逐艦が英米ともに 15 万トン、日本 105,500
トン、潜水艦が 3 国とも 52,700 トンだった。しかし、全般的にみて 3 国の現有量と
協定保有量との差は小さく、軍備縮小の意義はあまりなかった。日本ではこの条約
に対して海軍強硬派は統帥権干氾と攻撃したが、浜口雄幸首相、幣原喜重郎外相の
もとで批准された。 
（７）ワシントン会議は、1921 年から翌年にかけて，アメリカ合衆国のワシントンで開か
れた、海軍軍備制限および太平洋・極東を主要な部隊とするワシントン体制といわ
れる国際政治体制が樹立することになった。 
（８）ハーグ平和会議は、1899、1907 年の 2 回、オランダのハーグで開催された国際平和
会議。紛争の平和的解決、軍備制限および戦時国際上の諸問題を取り扱った。 
（９）九ヶ国条約正しくは「中国に関する九カ国条約」という。1922 年にワシントン会議
の一成果として、アメリカ、イギリス、フランス、イタリア、日本、中国、ベルギ
ーオランダ、ポルトガルの間に調印された、この条約によって、列国は中国の独立
と行政的、領土的保全を約し、門戸開放、機会均等の原則を承認した。 
（10）正式には「戦争放棄に関する条約」という。1928 年 8 月 27 日パリで採択された。
当初１５ヵ国間に結ばれた。 
（11）英独海軍協定のこと。1935 年 6 月、イギリスとドイツ間に結ばれた協定。ドイツの
軍艦保有量をイギリスの 35% （42 万 t）とし、潜水艦は 45%以下とすることを定め
た。ナチス・ドイツによる海軍再軍備を阻止できないと考えたイギリスは、宥和政
策の一つとして、仏伊両国に相談することなく取決めた。これによって同年 4 月、
英仏伊の首脳がストレーザに会し、ドイツの再軍備宣言に抗議した、いわゆるスト
レーザ戦線は実質的に崩壊するとともに、ドイツはベルサイユ条約が課したきびし
い海軍軍備制限条項から解放された。なお協定は 39 年 4 月、ドイツによって一方的
に破棄された。 
（12）第 1 次世界大戦を契機とし、アメリカのウィルソン大統領の提唱により、各平和条
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約の一部をなす国際連盟規約に基づき、世界平和維持と国際協力を目的として、1920
年 1 月に発足した国際機構。本部はジュネーブにおかれた。原加盟国はベルサイユ
条約に署名した 29 の連合国と 13 の中立国の計 42 ヵ国。連盟は総会、理事会、事務
局を主要機関とし、国際労働機関と常設国際司法裁判所とも密接な関係をもった。
総会、理事会の議決には全会一致の原則が適用された。連盟は平和維持の手段とし
て、国際紛争の平和的解決、ィンランドに侵攻したソ連を除名している。国際連合
の創設に伴い 46 年 4 月の連盟総会は解散を決議した。 
（13）不詳。 
（14）ルーズヴェルト（1882－1945 年）は、アメリカの政治家。第 32 代大統領に就任。
大恐慌の克服のためニューディール政策を実施。中南米諸国に対し善隣外交を進め、
ソ連を承認するなど対外的にも孤立主義脱する行動をした。第二次世界大戦中はチ
ャーチル、スターリンとともに連合国を指導した。 
（15）スターリン（1879－1953 年）は、ソ連共産党指導者、独裁者。一国社会主義を提唱、
政敵を排除し、独裁体制を固めるとともに、28 年からの 5 ヵ年計画により工業化を
強行した。 36 年の「スターリン憲法」は社会主義の勝利とソビエト市民の権利擁
護を打出したが、皮肉なことにその前後から膨大な数の党員が投獄、処刑される「大
粛清」が開始された。第二次世界大戦では国防会議議長、赤軍最高司令官として戦
争を指導した。 
（16）マリネッティ（1876－1944 年）は、 イタリアの詩人、作家。エジプトのアレクサ
ンドリア生まれ。パリとジェノヴァで学び、その後ミラノでジャーナリストとして
働いた、1909 年に「フィガロ」紙に独創的な未来派宣言を発表、著作では戦争、機
械の時代、スピード、ダイナミズムを賛美し、あらゆる伝統的な文学芸術の形式を
非難した。 
（17）兵法書で武経七書の一つ。斉の国の威王が軍事に役立った古くから伝わる司馬の兵
法を追論させ、それに田穰苴の兵法を付け加えさせて、『司馬穰苴の兵法』と名付
けた。これが、今日に伝わる『司馬法』である。だだし『司馬法』は、当初百五十
五編あったとされるが、時代とともにほとんどが散逸し、今に伝わるのは、仁本、
天子之義、定爵、厳位、用衆のわずか五編にすぎない。 
（18）ヒンドゥー教の神の名で、スカンダのこと。武器を手にし、孔雀を連れた神とされ
る。仏教神話では、四天王のうち南方増長天に属する八将の一人で、寺院の伽藍を
守護する神。韋駄天は「跳ぶ者」の意味で、すみやかに奔駆して魔を退治する足の
速い神とされる。 
（19）食肉目イタチ科の動物の総称、体長 15－17cm、一般的に体は長細い。前後肢は短く、
それぞれ 5 指ずつもつ。肛門の両側に肛門腺という分泌腺があり、悪臭の強い液を
出すものが多い。 
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（20）フランス北東部、ライン川左岸の地方。ライン地溝帯の平野を占め、西はボージュ
山地に限られる。中心都市はストラスブール。早くから交通の要衝として、商業が
発達した。ライン川氾濫原では農業も盛んで、小麦、ジャガイモ、ホップ、果物を
生産する。鉱工業面ではカリウム鉱山があり、各種工業が発達している。 
（21）ドイツ語ではロートリンゲン。フランス北東部の地方。行政上ムルト−エ−モーゼル
・ムーズ・モーゼル・ボージュ 4 県からなる。中心都市はナンシー。ドイツとフラ
ンスの間の十字路にあたり、古くからしばしば領有変更があった。豊富な鉄鉱石と
石炭によりフランスの重要な重工業地帯を形成している。 
（22）ドイツとの国境に近いベルギー東部の小工業都市。 1919 年住民投票によりドイツ
からベルギー領に編入された。 
（23）ベルギー東南部、リェージュ州東部の町。ドイツとの国境に近く，アルデンヌ高地
の小さな谷に位置している。 
（24）第一次大戦後ヴェルサイユ条約でポーランドに編入された旧ドイツ領のウィスラ川
下流域地方。ポーランドのバルト海への通路となったことによる命名。東プロイセ
ンをドイツ本国から分離する結果となり、1939 年ナチスはこの地のドイツ帰属を口
実にポーランドに侵入し第二次大戦を起こした。回廊地帯。 
（25）シレジアとも呼ばれる。中部ヨーロッパのオーデル川上・中流域の地名。現在大半
はポーランド領 (ポーランド名シロンスク) で、一部はチェコ領。山がちだがオー
デル河畔の低地は肥沃で、農業、牧畜などが盛ん。地下資源も豊富で、石炭、鉄鉱
石、亜鉛などを産出する。歴史的に紛争の多発地域だった。 
（26）ドイツ最北のシュレスウィヒ・ホルシュタイン州の北半、アイーダ川からデンマー
クに至る地域、ユトランド半島南部にあたる。酪農、漁業がおこなわれ、工業は造
船、食品加工などがある。 
（27）ヴェルサイユ条約は、ドイツから全海外領土・植民地を没収（ドイツ領東アフリカ、
ドイツ領南アフリカ、ドイツ領ニューギニア、カメルーン、トーゴなど）した。 
（28）ポアンカレ（1860－1934 年）は、フランスの政治家。弁護士として早くから頭角を
現し、1887 年代議士に当選、自由主義的共和派たる「進歩派」（プログレシスト）
に属した。 
（29）北はリッペ川、東はシュベルテとハムとを結ぶ線で限られる。ルール炭田は、世界
最大の炭田の一つで、現在ドイツ石炭の 7 割近くを産出する。この石炭はローヌ地
方の鉄鉱石と結びついて、ルール地方はコークス製造、製鉄、鋳造、機械、化学等
の重工業地帯になった。 
（30）シュトレーゼマン（1878〜1929 年）は、ドイツの政治家。ライプチヒ大で哲学・政
治経済学を学ぶ。第一世界大戦中、国民自由党の指導者。23～29 年外相としてドー
ズ案、ヤング案の受諾、採用、国際連盟加入、ロカルノ条約の締結などによって、
翻訳：楊杰著『国防新論』（二） 181
西方列強、特に対仏関係改善に努力した。26 年フランスの A.ブリアンとともにノ
ーベル平和賞を受賞している。 
（31）ライン川に沿うドイツ西部の地名。歴史上、いくどとなくドイツ、フランスの紛争
の焦点となった。三十年戦争を終結させたウェストファリアの講和の結果、，南部
のアルザスはフランス領となった。ヨーロッパを制覇したナポレオン 1 世は、ライ
ン川左岸をフランス領とし、西部ドイツの諸侯国をまとめてライン同盟をつくって
その保護下においたが、ウィーン会議の結果、ドイツの工業先進地帯である北部ラ
インラントはプロシア領となり、普仏戦争の結果すべてのラインラントがドイツ帝
国領となった。第 1 次世界大戦後、ベルサイユ条約は、エルザス＝ロートリンゲン 
（アルザス＝ロレーヌ） のフランスへの帰属、ライン川左岸の保障占領、ライン川
右岸 50km 以内の非武装化を定めた 。1925 年ロカルノ条約によって再度永久武装禁
止が保障されたが、33 年政権を握ったナチスは、36 年フランスとソ連の相互援助条
約を機に、ドイツの安全保障という口実のもとにドイツ軍をラインラントに進駐さ
せた。 
（32）ドイツのフランスとの国境近くにある炭田。フランスのロレーヌ地区の炭田と同じ
地質で連絡し、東西 80km、南北 12－20km の細長い範囲で、面積はザール側 450km2、
ロレーヌ側 290km2 である。夾炭層は石炭紀と二畳紀に介在し、炭質は歴青炭ないし
無煙炭。埋蔵量は 28 億 t といわれ、ルール炭田とならぶ有数の炭田である。 
（33）フランスがドイツとの間に構築した大要塞線。1930 年に構築が開始された。建設を
主張した当時の陸相アンドレ・マジノの名に因んでこう呼ばれる。近代科学の粋を
集め、巨費を投じて数年に渡って構築がすすめられた。しかし、この要塞への過信
から「マジノ精神」と呼ばれる軍事・外交におけるフランスの消極的な態度が生ま
れ、第二次世界大戦勃発後もフランスは待機的姿勢をとってヒトラーにいたずらに
時間を稼がせた。40 年のドイツの西部攻撃は、この要塞線を避けてルクセンブルク
やベルギーのアルデンヌ方面に展開され、フランス防衛に役立たなかった。 
（34）フランス北東部ムーズ川にのぞむベルダン町の周辺の丘に構築された要塞。多数の
堡塁同士がたがいにカバーしあう「環状分派堡」構造で、各分派堡には、連装 155
ミリ砲塔や連装 75 ミリ砲塔のほか、機関銃砲塔が設置されていた。こうした堡塁が
ベルダンの町を囲うように二重に配置されていた。第一次世界大戦中ドイツとフラ
ンス間で行われたベルダン要塞の攻防戦は 1916年 2月から 9月まで凄惨な攻防戦が
展開され、死傷者数ドイツ 336,000 人、フランス 362,000 人を出した。この戦いで
ドイツ軍は撃退された（レッカ社『要塞がよくわかる本』PHP 文庫・2010 年、42 頁）。 
（35）第一次世界大戦中にドイツ軍によって西部戦線に構築された要塞線もジークフリー
ト線と名づけられたが、より有名なのはフランスのマジノ線に対置してナチス・ド
イツが構築した要塞線。その建設は 1936 年のラインラント進駐後開始され、44 年
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まで断続的にすすめられた。ルール北部からスイスにまで延びるもので、第二次世
界大戦末期に連合軍の進攻をひきのばすのに役立ったが、45 年春には突破された。
ヒトラーの西部の壁とも呼ばれた。 
（36）ペタン元帥（1856－1951 年）は フランス陸軍元帥、1961 年のベルダンの防衛戦の
名誉に輝く。1936 年のスペイン大使後、1940 年副首相になった。イギリスの敗北を
確信した彼は、ド・ゴールとダルランも支持したレイノーの提案、イギリスと統合
して枢軸国との闘争をつづけようという案を拒否した。ペタンは首相になり 6 月 22
日ドイツ軍に休戦を申し入れた。ペタンはフランスの非占領地区ヴィシーに自分の
政府を樹立して対独協力政策を追求し、ドイツは治安維持のため一万の兵力の保持
をゆるした。1942 年 11 月に連合軍はフランス領北アフリカに進攻し、ドイツ軍は
フランス本国のヴィシー支配地域を占領した。ペタン政権は傀儡化した。86 歳のペ
タンは効果的に政府を支配できず、彼は 1944 年 8 月ドイツに移されたが、翌年 4
月に自発的にフランスへ帰り裁きを受けた。死刑の判決が下り大西洋のイル島にて
95 歳で死去した（ジョン・キーガン編『第二次世界大戦人名事典』原書房・1996
年、294－295 頁）。 
（37）シベリア出兵、またはシベリア干渉戦争のこと。対ソ連への武力干渉の一つ。極東
においてロシア革命に武力干渉する目的で、フランス、イギリス、日本、アメリカ
がシベリアに共同出兵した。 
（38）1917 年のロシアの十月革命後の干渉戦争と国内戦の直後の時期に国民経済安定のた
めにソ連で実施された経済政策の体系。国内戦が終決した後、食糧生産は戦前の半
分、工業生産は数分の一に落ち込んだ、余剰食糧の自由販売、小企業や国内商業の
私的経営が認められ、全般に商品・貨幣経済が再導入され、26 年にはソ連の国民経
済は、ほぼ戦前の水準に回復した。 
（39）通常はナチスの支配体制をさす。ナチスは 1933 年政権を獲得すると、962－1806
年の神聖ローマ帝国（第一帝国）、1871－1918 年のドイツ帝国（第二帝国）を引継
ぐものであると主張して、自己の支配体制を第三帝国と称した。その契機はメーラ
ー・ファン・デン・ブルックが『第三帝国』 Das dritte Reich（1923）を著わし、
ヒトラーがそれを積極的に用いたことによる。 
（40）英仏ソは 1939 年 8 月 12 日からモスクワで軍事協定交渉を開始することになり、代
表として英国は、すでに退役した高齢のドラックス・ブランケット提督、仏国は、
当時の仏軍参謀本部で第四列の序列であったドウマン将軍を派遣した。 
（41）1938 年 8 月 23 日ドイツとソ連間で締結された条約。イギリス、フランスの対独宥
和政策は、39 年 3 月ドイツがチェコ・スロバキアを支配下におくに及び破錠をきた
した。このため両国はソ連を巻き込みつつドイツに対抗する統一戦線を組もうとし
た。しかし 3 国の交渉は進展をみせず、ミュヘン会議以来イギリス、フランスに対
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して不信をいだいていたソ連はドイツに接近し、独ソ不可侵条約が締結された。1941
年 6 月 22 日ドイツ軍によるソ連攻撃が開始され、条約は破錠した。 
（42）ソ連満州東部国境で起こった日ソ両軍の武力衝突事件、張鼓峰の帰属についについ
て日ソはかねて係争中であったが、1938 年 7 月 11 日ソ連軍が陣地構築を開始した
こと見て攻撃を開始。優勢な火力・軍事力を駆使するソ連軍の反撃を受け多大の損
害を生じ、8 月 11 日停戦協定が成立した。 
（43）1939 年、モンゴルと満州との国境地区で起こった日本軍とソ連軍の大規模な衝突事
件。ノモンハンは満州国の西北部にあり、外モンゴルとの国境が不明確な国境紛争
が発生しやすい地帯であった。5 月 11 日ノモンハン付近で満州国警備隊と外モンゴ
ル軍が交戦したのが発端になった。参謀本部と陸軍省は当初から不拡大の方針をと
ったが、現地関東軍は中央の意向を無視し戦闘が拡大した、外モンゴルと相互援助
条約に基づいて出兵したソ連軍と激戦を展開、8 月下旬にソ連機械化部隊の大攻勢
が行われ、日本軍は大敗した。 
（44）松岡洋右（1880－1946 年）は、日本の外交官、政治家、米国オレゴン大学に学ぶ、
帰国後外務省に入り、1921 年南満州鉄道理事、副総裁を歴任、のち衆議院議員。33
年のジュネーブ国際連盟会議に全権大使として出席し、日本軍の万週撤退勧告案が
採択されたとき、議場を退席、連盟脱退の役割を演じた。40 年第二次近衛内閣の外
相、日独伊三国同盟（1940）、日ソ中立条約（1941）を締結した。 
（45）日本とソ連が 1941 年 4 月 13 日、松岡洋右外相とスターリン首相の間で調印締結し
た条約で相互の領土保全、不可侵を尊重するなど 4 か条から成り立つ。本条約は日
本にとって北方の軍事的脅威を弱め、南進に力を注ぐことができ、ソ連にとっては
対独戦のみに集中することができる効果を持った。 
（46）1707 年のイングランドとスコットランドの合同によって成立したイギリスの公式の
名称。1604 年以来、同君連合の関係にあった両国において用いられることもあった。
1801 年のアイルランド合同からは「グレートブリテンおよびアイルランド連合王
国」となり、1921 年アイルランド自由国が成立してからは「グレートブリテンおよ
び北アイルランド連合王国」がイギリスの正式名称となった。 
（47）ヴィルヘルム二世（1858－1841 年）は、 ドイツ帝国最後の皇帝。フリードリッヒ 3
世の長子として生まれ、1877‐79 年ボン大学に学び、79 年以後陸軍勤務、88 年皇
帝となった。ドイツ植民地の発展、海上帝国建設などの政策は列強を刺激し、1907
年の英仏露三国協商による包囲を招き、国際的孤立し第一次世界大戦が勃発、ドイ
ツは敗退した。18 年のドイツ革命の結果、オランダに亡命、退位した。 
（48）項羽はすでに東海地方を平定して西にむかい、広武山に臨んで漢と対峙しすること
数ヵ月であった。ちょうど此の時、彭越は、また梁の地で背いたので、楚の糧食が
絶えた。項王はこれを憂いて、高い俎（神霊に捧げる供物をのせる台）を作り、漢
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王の父、太公を其の上にのせて、漢王にこう告げた。「今すぐに降伏しなければ、
私はお前の父を烹（に）るぞ」と。 漢王は答えた。「私と項羽殿は、一緒に懐王に
北面して臣下となり命を受けて、兄弟と為ろうと約束した。私の父は即ち、お前の
父でもある。どうしても父を烹ようというなら、私にも一杯の羹（スープ）を分け
与えてほしい」と。現在の意味は、ぶんどり品・利益などの分け前を取ること。 
（49）タラント空襲、ジャッジメント作戦 (Operation judgement) は第二次世界大戦中の
1940 年 11 月 11 日から 12 日にイギリス海軍が行った空母艦載機によるイタリアの
タラント（ターラント）軍港に対して行われた航空作戦で MB8 作戦の一部として実
行された。この攻撃でイタリア海軍は戦艦 3 隻が大損害を受けたのに対し、イギリ
ス側の損害は雷撃機 2 機のみであった。 
（50）ジフテリア菌による感染症。感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する
法律で 2 類感染症と定義される。旧伝染病予防法による法定伝染病の一つ。2－6 歳
の小児に多い。2－6 日間の潜伏期を経て発熱するほか、扁桃、咽頭、喉頭などの上
気道粘膜に、独特の乳白色あるいは灰黄白色の偽膜が生じ、これがはれて呼吸困難
となり、また声がかれ、犬が吠えるような咳が出るなどの症状を示す。 
（51）バランス･オブ･パワーの訳語。国際社会の構成員間の力の過不足ないつりあいを指
し、その結果、一構成員がその意思を他者に強制できるほど強大になるのを妨げる
ことができる状態として定義されてきた。これは構成員になんらかの制約を課すと
いう点に意義があるといえる。その意味で、近代的統治機構における権力分立の観
念に対応するものといえる。勢力均衡の概念は国際政治のあらゆる理論のなかでも
最も古く、また最も論争性に満ちたものである。 
（52）歴史上、ナチス･ドイツの攻撃的な対外膨張に直面したイギリス政府が、話合いでド
イツの望むものを、，妥協をもって現状の修正を図りつつドイツを満足させ、戦争
を回避しようとした政策を指す。第一次大戦後の講和条約で大きな制約を課せられ
ていたドイツであったが、ヒトラーは実力でベルサイユ体制の打破をめざした。ベ
ルサイユ条約を次々に破棄しロカルノ条約に敵対して、1935 年ドイツは再軍備を宣
言し、翌年ラインラントに進駐、38 年にはオーストリアを併合した。 
（53）エチオピアの旧称。アフリカ北東部の共和国。大部分が標高 2,400m 前後の高原地帯
で気候温暖。農業が主で、コーヒーが主産品、牧畜もある。1936 年イタリアに占領
されたが、1941 年イタリア・エチオピア戦争で勝利し独立を回復した。 
（54）チェンバレン（1869－1940 年）は、イギリスの保守党政治家。J.チェンバレンの次
男。父の後を継ぎバーミンガムで実業界に入ったが、1915 年同市市長に就任、18
年下院議員となる。第一次世界大戦後、郵政相、保健相として内政改革に取り組み、
保険･住宅･地方自治問題に手腕を発揮した。31 年世界恐慌下、挙国内閣の蔵相を務
め、保護関税政策，帝国特恵関税制度により経済危機克服に努めた。37 年保守党党
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首、首相となり、ドイツ･イタリア･日本の枢軸陣営に対して、戦争回避のため宥和
政策を推進して外相イーデンと対立した。 
（55）「前門の虎、後門の狼」のこと。一つの災難を逃れても、またもう一つの災難が襲
ってくることのたとえ。趙弼『評史』 にある「前門に虎を拒ぎ後門に狼を進む（表
門で虎の侵入を防いでいるときに、裏門からは狼が侵入して来るの意味）」から。
前後から虎と狼に挟み撃ちされては、勇者であってもたち打ちできないということ。 
（56）1938 年 9 月 29－30 日、ミュンヘンで行われたズデーテン地域 (ドイツと国境を接
したチェコスロバキア北西部) の帰属をめぐる英仏伊独の首脳会議。同地域には中
世以来ドイツ人が植民、定着していたが、第 1 次世界大戦後同地域がチェコスロバ
キア領となったため、ヘンラインを党首とするズデーテン・ドイツ人党が結成され、
版図の拡大をはかる。ヒトラーのひそかな支援のもとに、38 年 4 月 24 日民族自決
権を要求した。 
（57）ダンツィヒは、ポーランド北部、バルト海のグダンスク湾岸の湾岸都市、ドイツ名
はダンツィヒ。文化・科学・商工業の中心地で、ポーランドおよび他の東欧諸国に
とって重要な貿易港。ドイツ系住民が多数を占め、ドイツ対ポーランドの構想の源
および第二次世界大戦の引き金となった。 
（58）1919 年のベルサイユ条約の結果、ドイツからポーランドに割譲された長さ 400km、
幅 128km の細長い地域。この条約によって、内陸国であるポーランドは同回廊を通
って、バルト海の港湾都市ダンチヒ（ポーランド名グダニスク）へ出ることができ
た。1938 年、ヒトラーがこの回廊を通過する道路、鉄道の支配権を要求し、ポーラ
ンドに拒否されたことが第二次世界大戦の口火となった。戦後はドイツの敗北でこ
の回廊を含む広大な地域がポーランド領となった。 
（59）パーマストン（1784－1865 年）のこと。イギリスの政治家。19 世紀中葉のイギリス
自由主義外交の指導者として知られる。エジンバラ大学とケンブリッジ大学に学び、
07 年、トーリー党の下院議員として政界に入り、海軍次官(1807‐09)を経て 19 年
間も陸相(1809－28)を務めた。29 年ホイッグ党に移り、30－34 年、35－41 年、46
－51 年と歴代ホイッグ自由党内の外相を務め、52－55 年に内相、ついで 55－58 年
と 59－65 年の 2 回にわたって首相を務めた。「わが英国にとって、永遠の同盟もな
ければ永遠の敵もない。あるのはただ一つ、永遠の英国の国益のみ」と語っている。 
（60）第一次世界大戦前ドイツ帝国のもとに国外に住む全ゲルマン民族の結合をはかり、
それによってドイツ民族の生活圏の拡大を実現しようとする主張のこと。概念とし
ては汎スラブ主義ほど明確ではなく、ドイツの世界政策推進のためのドイツ勢力の
東方進出を意味し、むしろ外国人によって使われた。ドイツ人自身の意識的運動と
しては、「全ドイツ主義」を主張する全ドイツ連盟によって具体的に推進された諸
運動および思想がこれにあたり、全ドイツ連盟は新聞や出版物によって政府の外交
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政策を妨げ、この主義のもとでウィルヘルム 2 世による世界政策が進行した。第一
次世界大戦勃発後は併合政策を主張し、その主張の多くはナチスに受け継がれた。 
（61）主として人馬の殺傷を目的とする砲弾、多数の弾子を内臓、爆発時には弾体の細片
となって、弾子とともに飛散してその目的を達する。 
（62）船舶や家屋の非装甲部分などの破壊、または人馬の殺傷を目的とする砲弾、薄い弾
体に多量の炸薬を詰め、炸薬の爆発力による弾片でその目的を達する。 
（63）鉄筋コンクリートとは、引っ張りに強い丸鋼棒と圧縮に強いコンクリートを組み合
わせた構造材である。フランスこの鉄筋コンクリートを用いてマジノ線、ベルダン
要塞などを構築した。その鉄筋コンクリートの厚さ数メートルにおよぶ。日露戦争
時にロシアが旅順に築いた要塞も分厚いコンクリートで覆われており、日本軍の攻
撃を防御した。 
（64）爆撃を主目的とし、大型で多量の爆弾、燃料が搭載できる軍用機。 
（65）第二世界大戦において、ソ連、ドイツ、イギリス、日本で超巨大戦車の設計、試作
がなされた。しかしながら、どの国でも量産にはいたらなかった。ドイツはヒトラ
ーが、1942 年に開発を命じた「マウス」が重量 188t あった（歴史群像編集部『ま
るごとわかる！第二次世界大戦』学研パブリッシング・2015 年、82－83 頁）。 
（66）船が機雷に接近すると、船体の鋼鉄に磁気感応して爆発する機雷。機雷は味方の港
湾、航路の防衛と、敵水域の封鎖のために敷設される。 
（67）近距離戦闘用兵器。燃料タンクと圧縮ガス容器から成り，ガソリン，ナパームなど
の液体燃料を圧縮ガスによって噴出、点火して放射する。兵が背負う携帯型と戦車
などに搭載する型がある。第 1 次世界大戦中の 1915 年にドイツ軍が初めて西部戦
線で使用し、連合軍を驚かせた。 
（68）不詳。 
（69）不詳。 
（70）不詳。 
（71）化学反応を利用する兵器、20 世紀以後に化学工業の発達とともに生まれた、毒ガス
には、塩素ガス、ハロゲン化エステル（ホスゲン）、ハロゲン化エーテルおよびチ
オエーテル（イペリット）、ハロゲン化ケトン（クロロアセトン）などがある。 
（72）アメリカ合衆国の銃爆撃機。「空の要塞」とも呼ばれた。ボーイング社の開発によ
って 1935 年 7 月に初飛行、第二次世界大戦を通じて使用された。当時としては画期
的な四発エンジン、長距離飛行性能をもつ。 
（73）航空機の侵入を阻止するための防御兵器で、ケーブルによって地上へ固定された気
球、あるいは気球本体とケーブル、運用装置のセットなどを指す。第一次世界大戦
末期に登場し、特にロンドンにおける阻塞気球は大きな効果を発揮した（歴史群像
編集部『まるごとわかる！第二次世界大戦』学研パブリッシング・2015 年、86－87
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頁）。 
（74）中国明代に成立した長編小説。陸西星（1520－1605？）あるいは許仲琳の作と伝え
られるがはっきりしない。100 回のなかの『武王伐紂書』をもとにして、殷、周交
代に関する伝承に、明代後半に起こった三教合一思想、民間の説話、俗信を盛り込
んでまとめたものである。 
（75）中国の小説『封神演義』に登場する商（殷）に協力する道士であり武将。澠池（メ
ンチ）城の城主。妻は同じく道士の高蘭英。 自身が武勇に秀でるほか、独角烏煙獣
という名前の高速で動く霊獣を従えており、『封神演義』界最速の戦闘速度を誇る。
また、地行術を使うことができ、土行孫と同様に地中を高速で移動できる。 
（76）土行孫 （黄象形臉） 『封神演義』を元に創られた 演目『三山関』の登場人物。 土
遁の術を使う周の将軍。 
（77）ドゥーエ（1969－1930 年）は、イタリアの軍人、航空戦略理論家。民心が戦力の一
端をになう国民国家時代の戦争（総力戦）においては空からの攻撃が極めて効果的
に恐怖心を与え、敵の国力に打撃を加えることができる。それは自衛のための戦法
である、このやり方は、敵勢力を物理的に破壊すると同時に心理的にも恐怖を与え、
かつ敵国の経済にも打撃を加えるという三つの機能を同時に果し得る（生江英考『興
亡の世界史 19 空の帝国アメリカの 20 世紀』講談社・2006 年、144 頁）。 
（78）パラシュート部隊、落下傘部隊とも呼ばれる。パラシュート、グライダー、または
輸送機を用いて敵中に降下、着陸し戦闘することを目的とする歩兵部隊。第 2 次世
界大戦で広く使われた。 
（79）重爆撃機のこと。 
（80）ドイツ空軍の急降下爆撃機 ユンカース Ju87、ユンカース社製 1937 年から生産、
直ちにスペイン内戦に派遣され、頑丈な機体と良好な操縦性、そしてエアブレーキ
による安定した急降下性能による優れた爆弾命中率を示した。空中戦車は対戦車攻
撃として爆弾のかわりに 37mm 対戦車機関砲を搭載した Ju87G のこと。 
（81）イギリス海軍のキング・ジョージ 5 世級の 2 番艦。1941 年 3 月竣工。完成直後、北
海でドイツ戦艦『ビスマルク』と交戦し被弾。修理後、同年 11 月、巡洋艦『レパル
ス』とともにイギリス東洋艦隊に編入。まもなく日本艦隊を追ってシンガポールを
出港し、12 月 10 日、日本海軍機の攻撃を受けてマレー半島クアンタン沖で『レパ
ルス』とともに沈没した。 
（82）イギリス海軍の巡洋戦艦。レナウン級の 2 番艦。1916 年 8 月竣工、 1941 年 12 月
10 日、マレー沖海戦で日本海軍機の攻撃を受けて戦艦プリンス・オブ・ウェールズ
とともに沈没した。 
（83）関羽は、三国時代に蜀の建設者である劉備に協力した勇将。字は雲長。郷里から逃
げて、涿県(現在の北京市南西)にいた劉備の部下となり、同僚の張飛とともにこれ
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を護衛して、後漢末の群雄割拠する中を各地に転戦した。劉備は彼らを兄弟のよう
に遇し、関羽らは恩義に感じて身命をなげうつ。200(建安 5)年、劉備が曹操に敗れ
たとき、関羽は捕らわれたが、曹操の礼遇を受けると、今度は曹操の大敵袁紹の部
将を討ちとって恩義を返し、そのまま再び劉備のもとに帰って献身する。その侠気
と武勇は以後の民衆の尊敬を集めている。信義に厚いことから商売の神様としても
信仰されている。 
（84）青竜刀は中国在来の軍刀、多くは全長約 80cm、その刃身は反りをもち鎬筋（しのぎ
すじ）がなく、先になるにつれて幅広い、人を切るときは刃の重さと勢いによる。 
（85）諸葛亮（181－234 年）は、三国蜀の丞相。字は孔明。諡は忠武、武侯。琅邪陽都（山
東省沂水県）の人。早く父を失い、兄の瑾は呉に、亮は荊州に赴いた。襄陽（湖北
省）の西、隆中に住み、晴耕雨読、隆中吟を歌い自らを管仲、楽毅に比し、人から
は臥竜と評された。劉備の三顧の礼に応じて、かれの軍師となり、天下三分の計を
唱えて、曹操軍を赤壁に破り、蜀の建国に貢献した。 
（86）ワーテルローの戦い、1815 年 6 月ベルギー中部のワーテルロー南方において、ナポ
レオンの百日天下に終止符を打ち、23 年ぶりにヨーロッパに平和をもたらした歴史
的会戦のこと。ナポレオンは 10 万強の兵を率いてベルギーに進出、ウェリントンが
指揮するイギリス軍（6 万 8 千）とブリュシヒャーの指揮下のプロセイン軍（4 万 5
千）を主力とスル連合軍と対決、フランス軍は 2 万 5 千の死傷者を出し、ナポレオ
ンは敗戦した。 
（87）ウェリントン（1769－1852 年）は、イギリスの軍人、政治家。フランスのアンジェ
士官学校に学び、イギリスの歩兵中尉に任官、アイルランド議会議員（1790-1794）、
インド駐在歩兵部隊の司令官（1997-1805）を務めたのち、1808 年からイベリア半
島でナポレオンのフランス軍と対戦、1814 年ついにフランスに侵攻、その際元帥と
なり、次いで公爵に叙せられた。フランス軍を敗走させてナポレンを退位させたあ
と、イギリスを代表としてウィーン会議に列席、次いでエルバ島を脱出したナポレ
オンを連合国最高位司令官としてワーテルローの戦いに破った。 
（88）かつてドイツの北東部を占め、ドイツ帝国内の指導国として重きをなした国。その
国土は歴史的由来を異にする多数の地域からなるが、骨格をなしたのはプロイセン
（英語読みはプロシア、後の東プロイセン）とブランデンブルクである。 
（89）トムソン男爵（1875－1930 年）は、イギリスの軍人、政治家。王立陸軍士官学校に
学び、南アフリカ戦争に従軍した。1911 年に陸軍省に入り、第一次世界大戦中はル
ーマニア、パレスチナで活躍し、19 年に准将として連合軍のソビエト進駐に反対し
退役した。24、29 年の労働党内閣で空軍相を務めた。 
（90）未詳。 
（91）未詳。 
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（92）人間が動かし比較的小型で小規模な装置や道具である。例えば、石弓（crossbow）、
前装式の火縄銃、マスケット銃、攻城臼砲などを、兵器として使用した戦闘のこと。 
（93）蒸気機関を動力とする船舶、砲弾に火薬を詰めた大砲などを兵器として使用した戦
闘のこと。 
（94）モーターは、熱機関の一種である内燃機関を原動機として作動する。エンジンを搭
載した、軍艦（戦艦、航空母艦、巡洋艦、潜水艦など）、戦闘用車両（戦車、装甲
車など）、航空機（戦闘機、爆撃機など）。小型の軍艦のエンジンは、ディーゼル
エンジン、大型の軍艦は蒸気タービンが一般的である。楊杰は兵器の機械化、つま
り自動（オート）化の段階を三段階に想定して記述している。ただし、一般的には、
楊杰のいうモーター化と、第二次世界大戦時から編成される機械化部隊（軍）とは、
同様だと考えるのが普通である。ただ今回の拙訳では、原文を尊重して、「器械」
「機械」「摩托」の三つを区別して訳出した。 
（95）ボーイング B-29、アメリカ合衆国のボーイング社製の戦略爆撃機。排気タービン過
給機つきエンジンを持ち、成層圏を飛行し、最大速度時速 576km、航続距離は
6,100km、最大爆弾搭載量は約 9 トン、1944 年から参戦、主に日本本土を空襲した。
B-17 の爆弾装着の最大は 4.９トン、B-29 の爆弾装着の最大は９トンで、当時十数
トンの爆弾を装着する爆撃機はなかった。十数トンは誇張して表現していると考え
られる。 
（96）ウェイガン（1867－1965 年）は、フランスの軍人。第 1 次世界大戦で F.フォッシュ
元帥の参謀長。1919 年パリ平和会議のフランス代表。20 年ソ連＝ポーランド戦争で
はポーランドの国家元首 J.ピウスツキ元帥の軍事顧問。30 年陸軍参謀総長。31～
35 年陸軍教育総監兼最高軍事評議会副議長。35 年引退したが第 2 次世界大戦ととも
に再召集され、39 年近東フランス軍司令官。40 年 5 月陸軍総司令官。同年 6 月、P.
ペタン政府の国防相として対独降伏を主張。42－43 年北アフリカ軍総司令官として
陸軍を再建しようとした際、協定に違反したとしてドイツ軍に逮捕され、ドイツの
強制収容所に拘禁。45 年アメリカ軍に釈放されたが、反逆罪でフランス政府に再逮
捕され、48 年大法院で無罪となった。 
（97）許褚生没年不詳）は、中国後漢末期から三国時代の武将。『三国志』魏志に伝があ
る。字は仲康。兄は許定。子は許儀。孫は許綜。勇猛果敢、曹操の信頼が厚かった
ことで知られる。 
（98）馬超（176－222 年）は、中国後漢末期から三国時代にかけての蜀漢の将軍。字は孟
起。諡は威侯。司隷扶風郡茂陵県（陝西省興平市）の人。『三国志』蜀志に伝があ
る。後漢の名将馬援の子孫と称する一族の出身。祖父は馬平（子碩）。父は馬騰。
弟は馬休・馬鉄。従弟は馬岱。父が羌族との混血であったため、この血を引いてい
る馬超も漢王朝の支配を受けない民族からの信望が厚かった。関中の独立軍閥の長
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の座を父から引き継ぎ、曹操に服属していたが、後に韓遂と共に曹操に反乱を起こ
して敗れた。一族も勢力も失い流浪した末、益州の劉備の下に身を寄せ、厚遇を受
けた。 
（99）華雄（?－191 年）は、中国後漢時代末期の武将。陳寿『三国志』では董卓配下の「都
督」とされている。しかし盧弼『三国志集解』で注にあげられる潘眉の説によると、
正しくは都督ではなく「都尉」の地位にあったとある。 
（100）無制限潜水艦戦のこと。ドイツが第 1 次世界大戦でとった通商破壊戦術。イギリス
は優勢な艦隊によって対ドイツ封鎖を行なったが、その効果は着々と現れ、1916 年
末頃からはドイツに対する経済圧迫は顕著となりつつあった。ドイツは開戦当初、
主として巡洋艦によって連合国側の通商破壊を行い、相当の成果をあげたが、まも
なく優勢なイギリスの海上力によって掃討され、15 年 2 月から潜水艦による通商破
壊戦を開始した。潜水艦はその性質上、国際法で定められた適法な封鎖を行うこと
は非常に困難で、多くの国際法上の問題を起していた。ドイツは、16 年末までは多
くの制限を課していたが、17 年 2 月 2 日以降、英仏伊の周辺と地中海上に交通禁止
帯を設け、この地域内を航行する一切の船舶は国籍のいかんを問わず無警告で撃沈
することを宣言し実行した。この結果、イギリスは一時飢餓直前の状態まで追いつ
められたが、護送船団方式を採用してからは、ドイツの無差別攻撃の効果は大きく
減退した。またこれを契機としてアメリカの参戦となり、ドイツ敗戦の大きな要因
を招くこととなった。第二次世界大戦では、無制限潜水艦戦は交戦各国によって常
用手段となった。 
（101）ブロック経済のこと。複数の国々または本国と植民地、半植民地、従属国が形成す
る一つの経済圏。広域経済という語もほぼ同義に使われる。ブロック内の国々の経
済的利益を守るため、対外的に貿易その他の面で障壁をつくって自由な経済交流を
妨げる一方、ブロック内では特恵関税などにより相互の経済関係を強めるよう行動
するのが特色。 1930 年代には主要商品のブロック内における自給自足をはかる閉
鎖的な経済圏がいくつか形成され、相互に政治的、軍事的、経済的に対立した。 
（102）第二次世界大戦時に連合国と対立したアルバニア、ブルガリア、フィンランド、ド
イツ、ハンガリー、イタリア（のちに脱落して連合国側に参加）、日本、ルーマニ
ア、スロバキア、スペイン、タイの諸国をさす。1936 年 10 月にドイツの ヒトラー
とイタリアのムッソリーニが両国の共同行動について協定を結び、11 月ムッソリー
ニが演説のなかで、ドイツとイタリアの提携関係をローマ・ベルリン枢軸と呼んで
以後、ローマ・ベルリン枢軸という言葉が一般的に用いられるようになった。さら
に 36年 11月の日独防共協定および 37年 11月の日独伊防共協定の成立によって、
日独伊 3 国の関係についてローマ・ベルリン・東京枢軸という言葉が生れ、それ以
後、第二次世界大戦中に日独伊 3 国側に加わった交戦国を枢軸国と呼ぶようになっ
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た。 
（103）蘇秦（生没年未詳）は、戦国時代の政治家、縦横家。前 5～4 世紀頃活躍した。洛
陽の人。秦の恵王に仕えようとして失敗、燕に行き合従を説き、趙韓魏斉楚の 6 国
同盟を成功させ秦に対抗したが、張儀の連衡策に敗れた。彼の活躍年代について異
説があり、一説では架空の人ともいわれる。 
（104）張儀（？－前 309 年）は、戦国時代の縦横家。魏の人。蘇秦とともに鬼谷子に学ん
だと伝えられ、秦の恵王に説いて仕官に成功し、恵文王 10（前 328）年に丞相にな
った。秦の発展のために東方の諸国を支配すべきであると説き、燕趙魏韓斉楚の 6
国を巧みに論破して秦に臣従させる連衡策を成功させ （→合従連衡 ） ，秦の発展
の一因をつくった。その後，楚の相として楚を攪乱したと伝えられるが，恵王が亡
くなり武王が即位すると，秦の家臣に讒言され，秦から斉に逃れ，最後は魏で没し
た。 
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